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一
九
六
〇
年
八
月
十
四
日
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
両
極
か
ら
二
人
の
中
国
学
者
が
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
を
訪
れ
た
。
ひ
と
り
は
日
本
人
で
、

も
う

ひ
と
り
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ

っ
た
。
い
ず
れ
も
敦
煙
文
書
の
専
門
家
で
あ
る
。

ソ
ビ

エ
ト
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

・
ア
ジ
ア
民
族
研
究
所

(
旧

「
東
洋
学
研
究
所
」)
は
、
ネ
ヴ

ァ
河
に
面
す
る
豪
華
な
建
物
に
所
在
し
て
い
た
。
そ
の
記
念
碑
的
階
段
を
登

っ
て
行
く
と
、
彼
ら
の

た
め
に
そ
の
種
の
文
書
類
が
机
上
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
目
の
当
り
に
し
た
二
人
の
驚
き
は
、
言
う
ま
で
も
な

い
。
文
書

の
所
在

に
つ
い
て
、
彼
ら
で
さ
え
も
知
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
ほ
と
ん
ど
の
中
国
学
者
が
半
世
紀
近
く
の
間
、
そ
う

で
あ

っ
た
。
辛
く

も

一
九
二
〇
年
に
V

・
M

・
ア
ル
ク
セ
ー
エ
フ

(〉
一〇犀
ωO
O<
)
が
、
そ
れ
に
続
い
て
二
二
年
に
文
書
の
発
見
者
、
S

・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

(O
罷
o昌
ぴ
舞
σq
)
が
、
さ
ら
に
は
二
九
年
に
狩
野
直
樹
が
そ
れ
と
な
く
触
れ
て
い
る
。
ま
た

一
九
三

一
年
に
P

・
ペ
リ
オ

(℃
o
岳
2
)
は
、

ω

そ
れ
ら

に
も
と
つ

い
て
文
書
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
類
の
目
録
作
成
を
試
み
、

そ
の
内
の
小
断
簡
を

公
表
し
た
の
が
K

・
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㈲

K

・
フ

ル

ー

ク

(
コ

g
σq
)

で
あ

る

。
彼

は
東

洋

学
研

究

所

の

メ

ン
バ

ー

の

一
入

で
、

『
宋

代

版

刻

書

の
歴

史

』

(
死
後

出

版
)

と

い
う

す

ぐ

れ

た
著

書

で
、

そ

の
名

が

知

ら

れ

て

い
る
。

一
九

四

二
年

、

フ

ル
ー

ク

の
突

然

の
死

が

レ

ニ
ン
グ

ラ

ー
ド

を

本

拠

と

す

る

こ

の
文

庫

の
研

究

を

一
時

中

断

さ

せ

た
。

し

か
し

一
九

五

七
年

以
降

、

L

・
N

・
メ

ニ
シ

コ

フ

(
ζ

o
口
、
鰹
ざ

く
)
の
指

導

の
下

に
若

手

の
中

国

学

研

究
班

が

こ
れ

を
再

開

し

た
。

こ
れ

に
、

V

・
S

・
コ

ロ

コ

ロ

フ

象

o
一〇
ぎ

一
〇
〈
)

教

授

、

故

鄭

振

鐸

(↓
o
ず
o
昌
σq
肩
9

⑦
p
み
o
)

を

含

む
数

名

の

中

国

人

研

究

者

が

協

力

し

た

(
第

一
分

冊
、

九

頁
)
。

文
書

類

は
、

R

・
V

・
カ

ン
ヂ

ン

ス
カ

ヤ

(内
9
民

言

。。冨

冒
)

の
手

で
剥

し

、
搬

を

伸

ば

し
、

補

強

し
、

実

質

上

整

理

さ

れ

て

い
た

。

そ

れ

は
、

B

・
1

・
パ

ン
ク

ラ
ー

ト

フ

(
旭
碧

ξ

讐
o
<
)

教

授

の
指

導

が

あ

っ
て

の

こ

と

で

あ

る
。

こ

の
作

業

の
最

初

の
成

果

が

既

述

の
三

冊

に
含

ま

れ

て

い
る

。

原
稿

は
、

一
九

六

一
年

七

月

～

十

月

に

か
け

て
印

刷

に
廻

さ

れ

た

。
校

了

の
ゲ

ラ
刷

が

一
九

六

三
年

四

月

～

九

月

に
出

来

上

が

っ
て
き

た

。
従

っ
て

出

版
物

の
完

成

は
、

四
年

半

の
作

業

日
程
ー
-

・印

刷

期

間

は

含
ま
れ
な
い
ー

で
事
足
り
た
計
算
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
上

・
ジ
ヤ
ィ
ル
ズ

(O
一一2
)

の

『大
英
博
物
館
所
蔵
敦
焼
将
来
漢
文
書

目
録
』
は
、
完
成
ま
で
に
三
八
年
の
歳
月

(
唄
九

一
九
年
-
五
七
年
)
を
要
し
た
。
ま
た
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
敦
燵
漢
文
書
目
録
の
最

初
部
分

(編
号
を
付
す
二
七
二
三
文
書
中
五
〇
〇
号
ま
で
と
、
そ
の
内
の
小
編
号
の
あ
る
千
余

の
断
簡
)
は
、
今
だ

目
の
目
を
見
て
い
な

い
。
そ
れ
は
、
J

・
ジ

エ
ル
ネ

(Ω
o
旨
9
)
と
呉
基
豊

(≦
ロ
O
窪
受
¢
)
が

一
九
五
七
年
頃
に
作
成
し
た
も

の
で
あ

り
、
現
在

〔
一
九
六

四
年
〕
、
国
営
印
刷
局
で
印
刷
中
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
大
谷
探
険
隊
が

一
九

一
〇
年
か
ら

一
四
年
に
か
け
て
将
来

し
た
文
書

の
目
録
を
、

五

八
年
以
降
、
京
都
の

..ζ
o
口
∈
目
魯
$

ω
興
冒
岳
8
.、
誌
が
収
録
し
て
い
る
。

ま
た
敦
煙
文
献
研
究
委
員
会
が

五
二
年
に
大
英
博
物
館

か
ら
入
手
し
た
完
全

マ
イ
ク

ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
も
と
つ
い
て
、

ロ
ン
ド
ン
文
書

の
詳
細
な
目
録
作
成
を
行
な

っ
て
い
る
。
数
年
来

の
発
表

㈲

の
予
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
今
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
中
国
に
お
い
て
も
、
北
京
文
書

の
目
録
は
標
題
別
だ
け
で
あ
り
、
内
容
に

関
す
る
目
録
は
存
在
し
な
い
。
中
国
、
日
本
が
文
書
そ
の
も
の
の
す
ぐ
れ
た
収
録
本
を
出
版
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
点
に

つ
い
て
言
え
ば
、
わ
が
ソ
ビ

エ
ト
の
同
学
者
も
、
そ
の
迅
速
さ
と
成
果
に
お
い
て
等
し
く
賞
讃
さ
れ
て
よ
い
。



オ
ル
デ

ソ
ブ
ル
ク
は

一
九

一
四
年
か
ら

一
八
年

に
か
け
て
ト
ル
キ
ス
タ
ソ
を
探
険
し
た
。
そ
の
際
、
彼
が

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
北
京
本

に
匹
敵
す
る
大
量
の
漢
文
書

(
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
約

一
万
点
と
伝
聞
す
る
)
を
ど
の
よ
う
に
し
て
蒐
集
で
き
た
の
か
は
、
明
ら
か
で
な

い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
先
に
挙
げ
た
文
献

は
、
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
敦
煙
洞
窟

の
調
査
に
、
発
掘

(ミ
纂
憩
鳶
)

ω

と

い
う

現

代

科

学

の
手

法

を

は
じ

め

て
用

い
た

と

言

わ

れ

る
。

未

公

開

の
探

険

資

料

と

と

も

に
、

彼

の
旅

程

記

が
科

学

ア

カ
デ

ミ

ー
誌

に

発

表

さ
れ

る

こ
と

が

待

た
れ

る
。

オ

ル
デ

ン
ブ

ル

ク

は
、

最
初

の

ト

ル

フ

ァ

ソ
探

険

(
一
九

〇

九

年

ー

一
〇

年

。

『
目
録

』

第

一
分

冊

、

五
頁

)

で

「
取

る

に
足

ら

な

い
」

漢

文
書

の
山

を
蒐

集

し

た
。

そ

の

一
部

が

N

・
N

・
ク

ロ
ト

コ

フ

(剛(
『
O
什O
吋
O
<
)

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン

に
、

そ

の
他

が

S

・
E

・
マ
ー

ロ
フ

(さ

δ
<
)

の
干

闘

コ
レ
ク

シ

ョ
ソ
に
寄

託

さ
れ

て

い

る

(
『
目
録

』

第

一
分

冊

、

五

頁

、

一
三

頁

)
。

1
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『
目

録

』

第

一
分

冊

は
、

紹

介

(
五

頁
i

一
三

頁
)

で
始

ま

る
。

そ

の
中

で

メ

ニ
シ

コ

フ
は
、

レ

ニ
ソ
グ

ラ

ー
ド

文

庫

の
由

来

を

説

明

㈹

し
た
後
で
、
王
円
鑛

(芝
き
σq
く
葛
三

。
⊆
)
と
い
う
道
士
が

一
九
〇
〇
年
五
月
二
六
日
に
発
見
し
た
敦
煤
の
洞
窟
と
そ
の
蔵
書

の
来
歴

を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

メ
ニ
シ
コ
フ
は
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
文
庫
を
、

ロ
ソ
ド
ン
文
庫

(
八

一
〇
二
点
。
ジ
ヤ
ィ
ル
ズ
に
よ
れ
ぽ
、

そ
の
内
六
七
九
四
点
が
仏
教
関
係
文
書
)
お
よ
び
北
京
文
庫

(許
国
森
に
よ
れ
ば
、
約
九
八
七

一
点
で
、
そ
の
内
七
〇
%
ほ
ど
が
仏
教
関

係
文
書
)
と
比
較
対
照
す
る
。
こ
の

『
目
録
』
が
収
録
す
る
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
文
庫
は
、
約
八
〇
%

(
一
七
四
〇
点
中

一
四

一
五
点
。
こ

の
数

は
幾
度
も
数
え
た
結
果
で
あ
る
)
が
仏
教
関
係
文
書
で
占
め
ら
れ
る
。

そ

の
多
く
は
経
典
の
漢
訳
で
あ
る
。
『
目
録
』
が
採
用
す
る

分
類
方
法
は
、
ジ
ヤ
ィ
ル
ズ
の

『
目
録
』

の
そ
れ
に
近
い
。
珍
し
い
テ
キ
ス
ト
が
、
数

は
ご
く
限
ら
れ
る
が
、
若
干
含

ま
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
他
の
文
庫
に
は
見
当
ら
な
い
類
い
の
も
の
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は
、
す
で
に
内
容
が
知
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
、
誤
記

と
謎

め
い
た
筆
跡
で
誰
を
も
苦
し
め
る
異
文
を
、

一
度
見
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
『
目
録
』
は
、
フ
ル
ー
ク
が
未
刊

の
『目

録
』

に
挙
げ
た
三
〇
七
点
に
、

文
書

の
説
明
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
上
で
、

"
F
"

の
、

そ
の
他
に

"
D

x
"
(U
=
⇒
、-×
轟
⇒
U
目
o
ζ
o
⇒
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-ず
o
轟

づ
σq
)

の
記

号

を

打

っ
て

い
る
。

各

説

明

は
、

原

則

と

し

て
下

記

を

含

む

(
一
〇

頁
-

一
三

頁
)
。

1

『
目
録
』

の
編
号
と
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
1
ド

・
ア
ジ
ア
民
族
研
究
所

L
O

文
庫
の
文
書
編
号

(編
号

の
前
に

"
F
"

も

し

く

は

"
D

x
"

の
記

号

を
付

す

)
。

1

標
題
お
よ
び
尾
題

(文
書
自
体

に
標
題

の
な
い
場
合
、

括
弧
で
く
く
る
)
。

判
明
し
て
い
る
場
合
、
著
者
名
も
し
く
は
訳
者
名
。

必
要
に
応
じ
て
内
容
に
関
す
る
若
干
の
説
明
。

ー

テ
キ
ス
ト
に
標
題
の
あ
る
場
合
、
目
録

・
参
考
文
献

の
指
示
。

i

外
面
上
の
記
述
。
形

(巻
子
、

仮
綴
本
、

断
簡
な
ど
)
、
寸
法
、
保
存
状
態
、
枚
数
、

一
枚
ご
と
の
行
数
、
行
ご
と
の
字
数
、
紙

質

と
色
、
書
体
、
罫
の
引
き
方
、
標
題
の
有
無

(文
頭
、

文
尾
、

裏
面
)
、
蔵
書

の
頭
文
字

(「巻
」
や

「秩
」
の
整
理
記
号
)、
識
語
と

祓

(翻
訳
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
転
記
。
年
号
は
読
み
替
え
)
。

1

紙
質

・
書
体

・
罫
の
引
き
方
に
よ
る
大
ま
か
な
年
代
鑑
定

(
=

頁
-

一
二
頁
に
述
べ
る
年
代
鑑
定
の
基
準

は
、
R

・
H

・
ク
ラ

パ

ー

ト

ソ
に

よ
れ

ば

、

ジ

ヤ

ィ
ル
ズ

の

『
目

録
』

一

一
頁

と

ほ
ぼ

一
致

す

る
)
。

ー

テ
キ
ス
ト
の
初
行
と
末
行

(時
に
は
二
行
)

の
、
筆
蹟
を
考
慮
し
た
臨
写

(す
べ
て
漢
字
は
手
書
き
)
。
中
断
符
は
、
行
の
乱
れ
、

欠
字
数

の
不
明
を
示
す
。
四
角
形
は
欠
字
、
疑
問
符
は
判
断
不
能

の
文
字
。
括
弧
は
、
欠
落
し
て
い
て
も
、
判
読
可
能
の
文
字
を
指
す
。

二
本

の
鉛
直
線
は
、
二
行
引
用
し
た
場
合
の
行
末
を
示
す
。

1

文

書

が

ど

の

コ
レ

ク

シ

ョ
ン

(
オ

ル
デ

ン
ブ

ル
ク
、

ク

ロ
ト

コ

フ
、

マ
1

ロ

フ
)

に
属

す

か

の
指

示

。

そ

の
所

属

は
文

書

に
付

し

た
記
号
も
し
く
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
で
明
ら
か
で
あ
る
。

ロ
シ
ヤ
語
が
読
め
な
い
研
究
者
の
た
め
に
、
『目
録
』
の
内
容
を
以
下
に
要
約
す
る
。

研
究
を
深
め
な
い
で
偶
然
取

っ
た
メ
モ
を
付
け

加
え
て
お
く
こ
と
も
、
無
駄
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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紹
介

(五
頁
-

一
三
頁
)

仏
教
関
係
文
献

(第

一
号
-
第

一
四

一
五
号
)

『大
蔵
経
』
(本
来
の
イ
ン
ド
的
な
意
味

の
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
著
述

(第

一
号
ー
第
九
〇
〇
号
)
、
す
な
わ
ち

『経
』
(第

一
号
-

第
八
四
三
号
)
、
『
律
』
(第
八
四
四
号
-
第
八
七
四
号
)
、
『
論
』
(第
八
七
五
号
ー
第
九
〇
〇
号
)
。

ど
れ
に
属
す

る
か
が

不
明
の
著

こ

な

述

(第
九
〇

一
号
ー

一
一
六

一
号
)
。
1

『
大
蔵
経
』

に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
著
述

(第

一
一
六
二
号
-
第

一
二
五
八
号
)
。
i

そ
の
他
の
様

々
な
テ
キ
ス
ト
、
伝
記

(第

=

一六
〇
号
-
第

一
二
七
九
号
)
。
ー

中
国
で
作
ら
れ
た

著
述

(第

一
二
八
〇
号
-
第

一
四

一
五
号
)
。
す
な
わ
ち
注
釈

(第

一
二
八
〇
号
ー
第

一
二
八
九
号
)
、

偽
経

(第

一
二
九
二
号
-
第

ご
二
二
四
号
)、

神
秘
主
義

的
異
端
的
教
義

(第

コ
ご
二
五
号
ー
第

一
三
二
六
号
)
、
不
詳

の
断
簡

(第

コ
ご
二
七
号
-
第

=
二
四
九
号
b
)
。
詩

(第

一
三
五
〇

号
ー
第

一
四
〇
九
号
)
H
・文

(第

=
二
五
〇
号
ー
第

二
一一六
〇
号
)
・
讃

(第

一
三
六

一
号
-
第

=
二
八
四
号
)
・
陀
羅
尼

(祈
疇
文

・
誓
願
文

・
追
悼
文
、
第

一
四
〇
〇
号
ー
第

一
四
〇
九
号
)
。
1

仏
典
の
構
造
分
析

(「
分
」
・
「
科
」
な
ど
、
第

一
四

一
〇
号
ー
第

一
四

一
五
号

)
。

㈹

儒
教

・
道
教
関
係
文
書

(第

一
四

一
六
号
ー
第

一
四
四

一
号
)

古
典

〔経
〕
(第

一
四

一
六
号
ー
第

一
四
二
九
号
)。
i

他

の
道
教
書

(第

一
四
三
〇
号
ー
第

一
四
四

一
号
)
。

側

歴
史
と
法
制

(第

一
四
四
二
号
i
第

一
四
四
五
号
)

文
学
作
品

(第

一
四
四
六
号
ー
第

一
五

=
二
号
a
)

み

み

仏
跡
巡
礼
の
序
文

(第

一
四
四
六
号
-
第

一
四
五
〇
号
)
、
芸
術
論

(第

一
四
五

一
号
-
第

一
四
五
五
号
)、
詩

(第

一
四
五
六
号
1

の

み

第

一
四
六
九
号
)、
変
文

(第

一
四
七
〇
号
-
第

一
四
八
九
号
)
、

不
詳

の
物
語

(第

一
四
九
〇
号
-
第

一
四
九
九
号
)
、

書
翰
手
本

(第

一
五
〇
〇
号
-
第

一
五

=
二
号

a
)。
㈹

碑
文

(第

一
五

一
四
号
ー
第

一
五

一
五
号
)
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習
字
用
の
語
彙
集
と
資
料

(第

一
五

一
六
号
-
第

一
六
三
〇
号
)

芸
術

(第

一
五
三

一
号
1
第

一
五
三
四
号
)
す
な
わ
ち
図
画
と
印
章
、
漢
文
以
外

の
碑
文

医
書

・
暦
書

・
天
文
書

(第

一
五
三
五
号
ー
第

一
五
四
四
号
)

易
書

(第

一
五
四
五
号
i
第

一
五
四
九
号
)

書
体
の
練
習
帳

(第

一
五
五
〇
号
-
第

一
五
五
九
号

a
)

資
料

(第

一
五
六
〇
号
ー
第

一
七
〇
七
号
)

経
済
関
係
資
料
ー

契
約
書

(第

一
五
六
〇
号
-
第

一
五
六
六
号
)、
給
田
と
家
畜
と

収
穫
物
の
一
覧
表

(第

一
五
六
七
号
ー
第

一

五
七
五
号
)。
商
業
関
係
資
料
-

売
買
と
税
役

(第

一
五
七
六
号
ー
第

一
五
八

一
号
)
。
寺
院
関
係
資
料
ー

諸
色
入
破
暦

(第

一

五
八
二
号
ー
第

一
五
八
八
号
)
・
贈
与

(第

一
五
八
九
号
-
第

一
五
九
五
号
)
・
そ
の
他

(第

一
五
九
六
号
-
第

一
五
九
九
号
)
、

証

文

の
登
記
簿

(第

一
六
〇
〇
号
-
第

一
六
二
七
号
)
。
官
文
書
i

上
表
文

(第

一
六
二
八
号
ー
第

一
六
三
〇
号
)、
律
令

(第

一
六

三

一
号
-
第

一
六
三
八
号
)
、
上
状
訴
状

(第

一
六
三
九
号
-
第

一
六
五
〇
号
)
、
訴

訟

(第

一
六
五

一
号
-
第

一
六
五
三
号
)
、
公

験
過
所

(第

一
六
五
四
号
-
第

一
六
五
六
号
)
、
そ
の
他

(第

一
六
五
七
号
-
第

一
六
六
二
号
)
。
書
状

(第

一
六
六
三
号
-
第

一
六

八
四
号
)
。
国
家
表

(第

一
六
八
五
号
-
第

一
六
九
五
号
)。
蔵
書
関
係
資
料

(第

一
六
九
六
号
-
第

一
七
〇
七
号
)
。

付
録ア

ジ
ア
民
族
研
究
所
蔵
書
登
録
番
号
と

『
目
録
』

の
編
号
と
の
符
合

(
六
九

一
頁
-
七
〇
六
頁
)。

フ
ル
ー
ク
未
刊
目
録

の
編
号
と

⑳

『
目
録
』
の
編
号
と
の
符
合

(
七
〇
七
頁
-
七
〇
八
頁
)。
漢
文
標
題
索
引

(七
〇
九
頁
-
七
二

一
頁
)。

人
名

・
地
名

・
若
干
の
漢

字
の
索
引

(
七
二
二
頁
-
七
三
七
頁
)
。

ロ
シ
ヤ
語
に
転
写
さ
れ
た
若
干
の
漢
字
と
文
書
の
特
徴
に
関
す
る
デ

ー
タ
の
索
引

(七
三

八
頁
-
七
四

一
頁
)
i

古
字
体

・
天
文
学

・
漢
字

・
蔵
書

に
関
す
る
資
料
、

メ
モ
・
帖
装
本

・
変
文

・
易

書

・
年

号

・
抹

消

記

号

・
暦
、

ク

ロ
ト

コ

フ
、

マ
ー

ロ
フ
、

オ

ル
デ

ン
ブ

ル

ク

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
、

医

書

・
漢

文

以

外

の
著

作

(
ウ

イ
グ

ル
語

、

チ
ベ

ッ



ト
語
、
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
で
書
か
れ
た
十
五
の
断
簡
)、
印
章
、
版
刻
本

(
八
点
)、
書
翰
、
書
翰
用
手
本
、
草
書
、
識
語
駐
傭
文
、

朱

と
墨
の
記
し
、
修
復
文
書
、
図
画
、
常
用
書
体
、
語
彙
集
、
表
、
冊
子
、
カ
ラ
ホ
ト
、
讃
、
講
経
文
、
蔵
書
票
、
押
座
文
。
標
題

・
人
名

・
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
の
索
引

(七
四
二
頁
-
七
四
五
頁
)
。
参
考
文
献

(七
四
六
頁
ー
七
四
八
頁
)
。
挿
画

(
多
数

の
文
書

の

断
簡
か
ら
複
製
し
た
判
読
可
能
な
16
図
)。
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⑳

『
目
録
』
に
は
、
西
側
と
、
と
り
わ
け
日
本
の
参
考
文
献
が
大
き
く
欠
け
て
い
る
。
『大
正
大
蔵
経
』
巻
八
十
五
は
、

こ
れ
ま
で
に
刊
行

さ
れ
た
相
当
数

の
敦
煙
文
書
を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
登
場
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
秋
山
光
和
、
藤
枝
晃
、
入
矢
義
高
、
神

田
宣
三

郎
、
那
波
利
貞
、
小
川
環
樹
、
太
田
辰
夫
、
そ
の
他
多
く

の
研
究
者
の
不
可
欠
な
労
作
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
王
重
民
(芝
碧
σq

目
6ず
o
口
σq
-巨

昌
)

の
す
ぐ
れ
た
著

『敦
煙
遺
書
総
目
索
引
』
(北
京
、

一
九
六
二
年
五
月
)

は
、

残
念

に
も
遅
れ
て

出
版
さ
れ
た
た
め
に
、

参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
彪
大
な
文
献
が
文
書
全
体
も
し
く
は
そ
の
内
の
特
定
の
文
書
を
対
象
と
し
て
様

々
な
言
語
で
発
表
さ
れ
て
き
た
。

陳
柞
龍

(O
げ
⑦昌
目
。。午
剛二
づ
σq
)
が
現
在

(
一
九
六
四
年
)
パ
リ
で
作
成
中
の
浩
翰
な
文
献
目
録
を
入
手
で
き
な
い
以
上
、
そ
う
し
た
文
献

を
便
宜
上
採
用
す
る
こ
と
は
、
止
む
を
得
な
い
。

基
本
的
な
こ
と
は
、
大
雑
把
で
も
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
所
蔵
資
料
を
世
に
知
ら
せ
る
点
に
あ
る
。

ア
ジ
ア
民
族
研
究
所

の
研
究
班
が
挽

回
を
期
す
速
さ
で
こ
れ
に
当

っ
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る

(
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
目
録
作
成
の
遅
れ
は
、
他
所
に
比

べ
れ
ば
数
倍
許
さ

れ
て
よ
い
)。
世
界
各
国
の
研
究
者
は
、

ア
ジ
ア
民
族
研
究
所
に
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
見
事
な
労
作

の
続
編
の
発
表
を
待
ち

望
む

こ
と
で
あ
ろ
う
。

五

レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
蒐
集
物
は
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
を
驚
か
す
ほ
ど
の
新
事
実
を
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
。
量
的
に
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も

、

北

京

文

書

や

日

本

文
書

に
勝

る
が

、
、
ロ

ン
ド

ン
や

パ

リ

の
文

書

に

は
及

ば

な

い
。

そ

う

は
言

っ
て

も
、

大

変

興

味

深

い
文

書

が

含

ま

れ

て

い

る
。

と

り

わ

け

俗

文

学

(ooO
`
ぞ
く
O
昌
ーゴ
即ζ
O
)

の
分

野

が

そ

れ

で

あ

る
。

メ

ニ
シ

コ
フ
に
負

う

二
番

目

の
著

作

(
一
九

六

三

年

)

は
、

俗

文

学

の

一
五
文

書

を

対

象

と

し

た

も

の
で
あ

る
。

そ

こ

に
十

分

鮮

明

な
複

製

写

真

が

掲

載

さ

れ

て

い
る
。

序

文

の
は

じ

め

に

テ

キ

ス
ト

の
解

題

が

あ

る
が

、
-
そ

の
翻

訳

は
な

さ

れ

て

い

な

い
。

文

書

は

三

つ
の
分

野

、

A

i

「
讃

」

(
も

し

く

は

「
賛

」
)
、

B
ー

講
経

文

(詮
§

偽

さ
§
喚

ミ
§

)
、

C
ー

戯

悔

文

曾

詠
、§
さ

§
亀

§
§
)

に
分

か

れ

る

。

A
.

序

文

(
九

頁

)

に

よ
れ

ば

、

幽

に
類
す
る
文
書
を
収
録
し
て
お
り
、
こ
の
集
成
は
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
文
庫
の
編
号

一
八
〇
〇
番
ま
で
に
あ

っ
た
す
べ
て
の
讃
と
、

合
わ
せ
て

一
二
点
で
あ
る
。

こ
れ

(6)(5)(4)(3)(2) (1)

 

⑦

㈲

「
金

剛

経

讃

」

寧

§

血
帽

ミ

犠
ミ
ミ
ミ
き
㍗
%
ミ
§
)

U
解

P
O
O
脚
b
塁
ミ
苦
頴
§
"
昌
o

一
も。
刈
O
…
℃
ド
や

P
9

㈱

「
十

空

讃

」

3

§

α
o
。。
鰹
×

〈
拶
0
9
菰
ψ)

U
×
●
お
O
c◎
"
b
題
ミ
●
一
も。
醤

い
℃
ド

や

口
①
山

N

「
十

空

讃

」

(ミ

)

U
〆

り
悼
却

b
§

、.
一
。。
刈
ご

℃
ド

や

P
c。
凸

㊤
.

「
太

子

讃

」

(
浮

§

α
`

中

冒
o
o
げ
曾

三

巽
)

U
×
.
一
P
も。
O
曽
…
寒

題
き

一
も。
お

甲
℃
ド

や

。。
ρ

㈲

「
五

台

山

讃

文
」

寧

§

α
⊆

≦
δ
亭
母
.陣
o
ゴ
9
冨
)

U
鉾

一
〇
〇
り
い
b
題
§

一
も。
①
P
…
覧
・
や

な。
〒
も。
曽

a

「
浄

土
法

身

讃

」

(N

鴇§

匹
二

§

ミ
§
轟

e

犠
血
o

冨

円
o
冥
o

℃
舞

o
)

b

「
往

生
極

楽

讃

」

Q
犀
§

飢
o

冨

器
昌
鉱
ω
。。
碧

o
o

o
　

o。
⊆
誓

碧

讐
同)

c

「
宝

鳥

讃

」

$

§

山
$

o
ぎ

碧

×

肩

a

窪

×

冠

巴

僧

目
。
噌
器

腰

邑

)

d

「
蘭

若

空

讃

」

$

§

伍
o

一9

〈
僧
〇
三

誌

》

執、ミ
畠
§
ミ
)

U
鉾

Q。
c。
も。
い
U
o
。。
0
5

冨
9

…
箪

や

q。
傘

も。
S

㈲

「
浄

土

法

身

讃

」

Q
¢
§

9
レ
駄
書

§

暮

母

自

山
o

冨

目
o
『
器

℃
舞

o
)

6
b

O
2

U
き

一〇
傘
ご

b
§

3

一も。
刈
①
W
算

や

も。
c。
.
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⑧

「
児

出

家

讃
L

3

§

島
⊆

岳

m
ぬ
9

。・o
腎

ユ
o
冨

富
目

ロ
一
〇
)
U
解

一〇
㊤
…
b
鶏
§

一q。
①
O
い
℃
ド

や

9。
9

鋤

⑨

a

「
金

剛

五

札

」

(
ピ
o
・。

o
宮

ρ

ず
o
匿

B
四
σq
o
。。

碧

く

曽
旨
9
)

b
亀
§

竃

O
一.

b

「
浬
藥

讃

」

3

§

曾

呂

『
毒

。5
9
)
b
§

ぴ

δ
$

c

「
出
家

讃

」

$

§

住
o

冨

。。〇
三

〇
血
o
冨

貯
白
崖

o
)

⑧

と
同

文

。

b
題
§

δ
①
↑

,

寄
①
脚
算

や

心
O
l
心
一.

㈲

⑩

「
南

宗

讃

」

食
¢
§

畠
o
冨

。。8

8

山
二

ω
ニ
ュ
)

周
●
寄

こ

b
a
乗

一
も。
O
G。
…
℃
ド

や

P
↑

⑪

四

つ

の

「
偶

」

(
鷺

、§
)
。

こ
れ

ら

は
普

賢

菩

薩

(ω
鋤
臼
9。
昌
$
び
冨

伍
冨

)

と

文

殊

(]≦
魯
豊
誌
昌
)

に
加
護

を
祈

る
偶

で
あ

る
。

他

の
偶

は
欠
落

し

て

い
る
が

、

そ

れ

は
観

世

音

(
㌧
r〈
9
一〇
閃
搾
O
弧く
9
『9
)

と

弥

勒

〔
?

〕

に
加
護

を
祈

っ
た
も

の

で
あ

ろ
う

。

U
×
●
一匙

甲導

%ミ
」

9。
c。
ご

嘗

や

ら
曽

㈲

⑫

a

「
入

山

讃

」

(穿

§

血
⑦

一、o
づ
#
①
o

o
昌

ヨ

o
昌
蜜

σq
昌
o
)

鋤

b

「
五

台

山

讃

文
」

曾

§

山
⊆

≦
σ
二
み
.鉱

6
冨

昌
)

㈱

c
尾
題
を
欠
く
テ
キ
ス
ト
末
尾

㈱

d

「
長
安

詞

」

(
や
。
9

①

・・霞

↓
9

、き

σq
き

σq
導

)
U
解

留

。。
w
b
題
ミ
.
冨
8

"
=
。。
心

●
.
∴

嘗

や

宝

ム

S

B
.
講
経
文
の
標
題
は

「
〔大
乗
〕
八
関
斎
戒
文
」
(
欝

爵
詠
、§
も

誉

ぎ
黛
§
魯
詠
ミ
ミ
ミ
き
§
)
で
あ
る

(U
解

一
〇
り
…導

§

鼠
Σ
…

℃
ト

や

心
o。
ふ
O)

。た
だ
し

「大
乗
」
の
語
は
、
尾
題
に
の
み
登
場
す
る
。
八
戒
と
は
、
ω
殺
生
を
し
な
い
、
②
盗
み
を
し
な
い
、
③
性
関

係
を
持
た
な
い
、
④
嘘
を
つ
か
な
い
、
㈲
酒
を
飲
ま
な
い
、
⑥
装
身
化
粧
、
歌
舞
を
聴
視
し
な
い
、
⑦
高

い
床
で
寝
な
い
、
⑧
午
後
は
何闘

も
食

さ
な
い
、
こ
と
を
言
う
。

元
々
こ
れ
は
小
乗
の
戒
め
で
あ
り
、

月
六
度
の
斎

(§
織
§
ミ
)

に
一
昼
夜
こ
れ
が
在
俗
に
求
め
ら
れ
る
。

メ

ニ
シ
コ
フ
は
こ
の
戒
文
を
講
経
文
と
見
な
す
。
し
か
し
そ
れ
が
ど
の

『経
』
に
あ
る
の
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
漢
訳
大
蔵
経
に

『
八

関
斎
経
』
(
『大
正
蔵
』
第
八
十
九
番
)
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

『中
阿
含
経
』
の
契
経
の

一
つ
(『
大
正
蔵
』
第
二
十
六
番
、
二
〇
二
、
七
七
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㈱

○
頁

a
I
七
七
二
頁

c
)
を
別
訳

奪
紬
追
画)
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
二
つ
の
別
訳
が
あ
る

(
『大
正
蔵
』
第
八
十
七
番
、

第
八

十

八
番
)。
標
題

(
一
五
行
目
)

の
下
に

「
『
八
関
斎
経
』
略
出
」
と
い
う
注
記
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
文
書

で
い
う
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い
。

経
文
は
、
『
経
』

の
引
用
明
記
も
後
文
を
続
け
る
こ
と
も
な
く
、

経
典
か
ら
単

に
抜
き
出
さ
れ
た
も

の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
が
敦
煙
文
書
の
多
く
の
講
経
文
と
相
容
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も

っ
と
も

『経
』
名
不
詳
の

「
八

駒

関
斎
戒
文
」
が
パ
リ
に
あ
る
こ
と
は
あ
る
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
文
書
が
講
経
文
で
あ
る
こ
と
は
、
標
題
に
続
く
詩
形
式
の
押
座
文
◎
ミ

魯

㈹

§

ミ
)

の
冒
頭

に

「
作

梵

而

唱
」

(
イ

ン
ド
風

の
詠

唱
)

と

い

う

文

言

が

あ

る

こ
と

で
確

認

さ

れ

る
。

メ

ニ
シ

コ
フ

は
、

こ
れ

ま

で

い
か

な

る
講

経
文

も
発

表

さ

れ

た

こ
と

が

な

い
と

述

べ

て

い

る

(
一
四

頁
)
。

し

か

し
九

三

三

年

、

後

唐

の
明

宗

(]≦
冒
σq
訟

o
⇒
αq
)

の
誕

生

日

に
開

封

(困
.9
γ
8
昌
αq
)

宮

で
説

か
れ

た
偽

経

『
仁

王

般

若

経

』

の
講

経

文

が

あ

る
。

向

達

(=
冨
昌
αq

目
9
)
が

こ

の
テ

キ

ス
ト

(
ペ

リ

オ

㈹

文
書
第
三
八
〇
八
号
)
を
二
度
に
わ
た
っ
て
発
表
し
て
い
る
。

C
.
「
八
種
麓
重
犯
堕
」
(聞
・
聾

脚
b
§

・二

8
辞

箪

℃
●
①
〒
①
①
』

σq
ま

。・
〒
お
)
と
題
す
る
…繊
悔
規
則
文

の
前
半
は
、
馬
鳴
菩
薩

(
・
:
》
珍
9σq
げ
o
超
)
の
作
で
あ
る
。
「
馬
鳴
菩
薩
造
」
と
は
、
数
世
紀
問
著
名
な
作
者
の
名
を
冠

せ
て
き
た

長
大
な
著
作
表
に
さ
ら
に
付

け
加
・兄
た
も
の
で
あ
る
。
付
加
文
は
な
ん
と
馬
鳴

の
師

・
先
達
と
さ
れ
る
聖
天
菩
薩

(
:
・》
蔓
9
山
。
く
9
)
に
対
す
る
祈
願
で
始
ま
る
。

つ

鯛

い
で
鹿
重
犯
堕
の
意
味
が
馬
鳴
作
伝

の
偶
と

「
イ
ン
ド
産
」
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
範
例
の
助
け
を
借
り
て
説
明

さ
れ
る
。
短
い
結
論

で
鹿
重
犯
堕
の
対
治
法
と
し
て
勧
め
ら
れ
る
の
は
、
「
集
輪
」
内

の
御

「本
尊
」
奪
§
禽
§
§
も
勤嘗
§
§
ミ
)
の
前
で
餓
悔
す
る
こ
と
で
あ

る
。
集
輪
こ
そ
曼
陀
羅
に
他
な
ら
な
い
。

同

一
文
書

(周
』

浮

b
"§

蕊

①
…
箪

℃
.
①
¥

①
。。
』

。q
g

。・
δ

と

癖
)

に
、

別

の
繊

悔

規

則

文

が

続

く

。

内

容

は

か
な

り

解

か
り

に

あ

く

く

、

標

題

「
常

所

作
儀

軌

八
種

不
蜘

」

の
意

味

も

明

ら

か

で

な

い
。

作

者

は
吉

祥

形

魯

剛

(屋

-。・
冨
郎
σq
由
ぎ
σq
-δ
午

犀
9
口
σq
"
紛

一-
:

・

,
<
&
惹

ω
)

と

い
う

不
詳

の
人
物

で
あ

る
が

、

そ

れ

は

メ

ニ
シ

コ
フ
が

考

え

る
漢

代

の
翻

訳

者

安

世

高

(Z
σq
碧

O
ず
o
涛

8

)
で

は

な

い
。
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こ
の
苦
心
の
作
品
は
、
今
度
は
馬
鳴
に
関
す
る
奇
妙
な
テ
キ
ス
ト

(画ご

黛

§

墓

ご

℃
ド
や

①。。ホ

』

αq
ま
・・
8
占
①
・。)

を
伴
う
。

そ
れ

は
悪
蜘
を
極
め
る
走

・
風
変
り
な
名
前
で
満
ち
て
い
る
・
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
鳩
摩
羅
什
造

『
馬
鳴
菩
薩
伝
』

(『大
正
蔵
』
第
二

〇
四
六
番
)、
祖
師
外
伝
集

の

『付
法
蔵
因
縁
伝
』
§

巽
誉
謬

§
偽
セ
ぎ
略
袋§

母
ぎ
§
δ

『大
正
蔵
』
第
二
〇
五
八
番
)
、
『
大
乗
起
信
論
』

の
偽
注
釈

『釈
摩
詞
衛
論
』
(6
譜

§
㌣
ぎ
遇
§

』§
§
)
と
何
ん
ら
関
係
し
て
い
な
い
。

も

っ
と
も

『釈
摩
詞
衛
論
』

に
、

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

叫

!
の
垂
　

(〉
〈
9欝
『)
で
あ
る
六
人
も

の
相
異
な
る
馬
鳴
菩
薩
が
登
場
し
て
は
い
る
。

終
行

に

「
馬
鳴
之
像
」
と
い
う
文
字
が
判
読
で
き
る
。
メ
ニ
シ
コ
フ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
像

は
足
元
に
横
た
わ
る
男
性

と
と
も
に
上
半
身

裸

の
女
性
を
表
現
し
て
い
る

(
二

一
頁
)。
像
全
体
が
墨

の
に
じ
み
で
汚
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、

結
髪
を
別
に
す
れ
ば
、
複
製
画
に

お
い
て
さ
ほ
ど
問
題
で
は
な
い
。
結
髪
は
、
女
性
も
し
く
は
祖
師
の
姿
よ
り
も
、
む
し
ろ
シ
ヤ
ク
チ
的
な
姿
を
連
想
さ
せ
る
。
そ
の
上
こ
㈹

の
文
書
全
体
に
は
シ
ヤ
ク
チ
主
義
が
多
か
れ
少
な
か
れ
浸
み
込
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
馬
鳴
菩
薩
作
の
他
の
中
国
偽
経
の

場
合
も
同
様
で
あ
る
。

文
書
は
違
反
の
際
の
罰
則
に
関
す
る
無
標
題
の
短

い
詩
で
終
わ
る

(箪

℃
.
お

忌

σQ
ま
。・
§

占
①
冒)
。

メ
ニ
シ
コ
フ

(二

一
頁
-
二
二

頁
)

に
よ
れ
ば
、
右
頁

(複
製
転
載
さ
れ
ず
)
に
年
号
を
記
さ
ぬ
ま
ま
八
世
紀
の
翻
訳
者
数
名
を
挙
げ
た
大
乗

の
経
典
目
録
が
あ
る
。

メ

ニ
シ
コ
フ
は
、
そ
れ
が
唐
代
に
出
版
さ
れ
た
数
種

の
大
蔵
経
目
録
の

一
つ
で
は
な
く
特
定
の
蔵
書
目
録
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
種
の
目
録

は
八
世
紀
以
降
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
。
文
書

の
反
対
側
に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
し
て
は
、
か
な
り
後
世
の
日
付

を
含
む
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
日
付
は
確
か
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
目
録
中

の
紙
数

・
束
数
の
指
示
が
必
ず
し
も
蔵
書
目
録
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て

㈲

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
指
示
は
、
唐
代

の
官
製
大
蔵
経
目
録
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

皿

変
文

Q
軸§
き
§
)
に
関
す
る
本
書

は
、

変
文

に
つ
い
て
内
容
豊
か
な
長
い
序
文
で
始
ま
る
。

変
文
は
、
敦
煙
出
土
文
書
中
、
最
大
の
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発
見
物
の

一
つ
で
あ
る
。
出
版

・
研
究

の
歴
史
、
テ
キ
ス
ト
の

一
覧
表
、
参
考
文
献

(五
頁
ー

一
四
頁
)

は
、
中
国
側
の
資
料
を
用
い
て

よ
く
考
証
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
や
西
側
の
情
報
に
つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
特

に
テ
キ
ス
ト
の
語
彙

(
一
四
頁
)

に
関
し
て
、

ゆ

む

を

　
に

現
在
変
文
の
第

一
人
者
で
あ
る
入
矢
義
高

の
名
が
あ
が

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
A

・
ウ
ェ
イ
リ
ー

(≦
巴
o図
)
や
、
変
文

の
語
彙
と
多
く

の
類
似
点
を
有
す
る
仏
教
的

「
語
録
」

に
関
す
る
日
本

の
語
彙
知
も
あ
が

っ
て
い
な
い
・

奢

で
は
・

変
文

の
起
源

・
変
遷
、

説
話
文

ゆ

み

る

に

学

・
戯
曲
文
学
史
上
で
変
文
が
果
し
た
役
割
、
変
文

の
形
式

・
主
題

・
作
詩
法
、
変
文
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
実
に
徹
底
し
た
仕
方
で
文
献
資
料
を
蒐
集

・
分
析
し
た
す
ぐ
れ
た
中
国
人
研
究
者
、
鄭
振
鐸
、
向
達
、
孫
楷
第

(oQ
o
⊆
6⇒
囚
、巴

-e

ら
の
成
果

に
負
う
。
従

っ
て
こ
こ
に
初
め
て
西
側
の
出
版
物
を
出
す
に
当
た

っ
て
、
こ
れ
ら
の
確
か
な
手
引

(
一
四
頁
-
五
〇
頁
)

に
従
い
さ
え
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
本
書

に
収
録

・
翻
訳
さ
れ
た
変
文

の
文
書
は
、
合
わ
せ
て
三
点
で
あ
る
。

ω

「
維
摩
碑
金
」
(ミ
蟹㌣
§
。
偽§
寧
詮
旨
)
と
題
す
る

『
維
摩
経
』
の
変
文
断
簡

(円

一〇
ご

b
題
§

竃
お

脚
℃
ド

O山
c。
…
け冨
9

や

①㊤

1
一8
)

こ
の
断
簡
は
、
五
メ
ー
ト
ル
一
七
セ
ン
チ
の
長
巻
子
で
、
首
部
を
欠
く
も
の
の
、

一
九
紙
二
七
九
行
を
含
む
。
こ
れ
は
、
鳩
摩
羅
什
訳

『維
摩
詰
所
説
経
』

「
仏
国
品
第

一
」

(『
大
正
蔵
』
第
四
七
五
番
巻
上
、
五
三
七
頁

び
悼.i
oり)

の
一
四
行
を
対
象
と
す
る
。

メ
ニ
シ
コ
フ

の
指
摘

(三
五
頁
)

の
通
り
、
尾
題

の
あ
る
唯

一
知
ら
れ
た
変
文
文
書
で
あ
る
。
『維
摩
経
』
は
、

中
国
の
文
化
的
伝
統

の
中
に
真

に
引

用
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
数
少
な
い
仏
典

の
一
つ
で
あ
る
。
「
維
摩
辞
金
」
と
い
う
尾
題

は
、

そ
れ
を
中
国
俗
語
を
用
い
て

見
事
に
増
幅

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
変
文

(詩
の
交

っ
た
散
文
)
形
式

の
増
幅

は
、
中
国
で
も
そ
の
前
例
を
見
な
か

っ
た
。

毘
仏
略

Q
犠
曹
袋
⑤
9
)

の

㈹

規
模

(数
十
巻
)
を
正
直
に
語
ら
な
い
で
、
イ
ソ
ド
か
ら
着
想
を
得
て
物
語
を
活
気
づ
け
る
増
幅
の
仕
方
も
同
様
で
あ
る
。

文
尾
に
、
ま
ず

「霊
州
龍
興
寺
講
経
沙
門
匡
胤
記
」
と
い
う
識
語
が
あ
り
、
そ

の
後
に
同

一
人
の
手
に
な
る
無
署
名
の
識
語
が
あ
る
。

メ

ニ
シ
コ
フ
は
こ
れ
を
概
ね
次

の
よ
う
に
訳
す
。
「原
宗

(尾
⊆
碧

誘
8

σQ
)

の
性
急
な
勧
め
で
、
私
は
こ
こ
へ
休
息

に
来
た
。
そ
し
て
数
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鯛

日
間

で

こ

の
著

を
書

き

終

え

た
。

私

が

僧

で
あ

る

こ
と

か
ら
、

人

は
誰

も
私

を
引

き

止

め

よ
う

と

し

な

か

っ
た

。
朔

方

釈

家
(?

)派

(?

)。
L

従

っ
て
宋

朝

始

祖

の
太

祖

(日
∀
曽
一ー仲ooO
二
)

が

匡
胤

象

。o
`
き

αq
受

冒
)

と

い
う
本

名

を
記

し

て

い

る
点

か
ら

、

文
書

は
宋
代

以
前

の
も

の

励

で
あ

る
。

他

面

か

ら
見

れ
ぽ

、

文

書

は
龍

興
寺

(
『
o
昌
σq
魯

ぎ
σq

。・。。
窪

)
創

建

の
年

、

七

〇

七

年

以

降

に
書

か

れ

た

も

の
で

あ

る
。

霊

州

(
ピ
ぎ
αq
み
o
げ
o
O
仁
)

は
、

敦

煤

を

遠

く

離

れ

た

現

在

の
寧

夏

(
2
営

σq
・ぼ
軸O

蜘

霊
武

(ピ
凶曼

9

の
こ
と
で
あ
袖

願鰍

②

同

一
作
品
の

一
部
で
あ
る
無
標
題
の
も
う

一
つ
の
断
簡
(,

憎鴇

甲

無

穿
§

葦

葦

題

。・
ヨ

9g

三

8
ま

)

劇

.、
の
断
簡
は
三
メ
ー
ト
ル
ニ
三
セ
ン
チ
の
長
巻
子
で
、
首
部
と
末
髪

証

欠
き
、

一
〇
墾

七
七
行
を
含
鷺

.、
れ
は
、
『維
摩
経
』

「
韮
.薩
品
第

イ

四
」
の
七
行

(『大
正
蔵
』
第
四
七
五
番
巻
下
、
五
四
三
頁
蕊
7)

に
相
当

T書

す
る
。
た
だ
し
こ
の
文
書

は
先
と
同

一
人
物

の
手
で
書

か
れ
た
も
の
で
は

教

な
い
。

メ
ニ
ζ

フ

(
五

責

)

に
よ
れ
ば
、

テ
キ

ス
ト

は
九
世
紀
の

　ぺ

第

一
四
半
期
以
前
に
遡
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、

楊
貴
妃

(く
き
σq

恐

困
o
`
⑦
竃
〇
一)
を
指
す

の
に
玉
妃

(尾
午
ho一)
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
お
り
、

・

㈹

書

こ

の
呼
称

は
陳

鴻

(目
o
玩
o
昌

国
8

σq
)

の

『
長
恨

歌
伝

』

曾

ひ
、§

帖
鼻
§

文ン

ぎ

蛛暮

§
§

)

で
、

こ

の
時
代

に
し

か

登

場

し

て

い
な

い
か

ら

で
あ

る
。

イ

心

潮

と

も

あ

れ
、

こ

の
呼

称

箋

渠

牟

(イ
く
O
陣

困
誤
d
T
ヨ
O
O
=
)

の
詠

(
嵩
、§
)

翫

で
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
七
四
九
年
か
ら
八
〇

一
年

に
.か
け
て

S.4571 T.475,i,537a1-b24(Ch.1) Tsip.517-560

F.101 T.475,i,537b25-c9(Ch.1)

S.3872 T.475,i,538a15-b29(Ch.1) Tsip562-587

P.2122 T.475P(Ch.1-IIP) Tsip.589-591

P.2292 T.475,i,542a27-543a9(Ch.IV) Tsip.592-619

F,252 T.475,i,543c1-7(Ch.IV)

岡
P,3079 T.475,五,543a1卜19(Ch.IV) T三sp.620喝33

Ms,Lo

Tchen-yu
T.475,ii,544a23-b8(Ch.V) Tsip.634-645
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生
存
し
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
は
、
既
知

の

『維
摩
経
』
変
文
文
書

の
間
に
、
次
の
よ
う
な
仕
方
で
挿
入
さ
れ
る
。
表
に
見

る
通
り
、
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
の
断
簡
は
、
『維
摩
経
』

一
四
品
中
の
二
品

(第

一
と
第
四
)
に
相
当
す
る
変
文
を
補
完
す
る
。

最
初
の
断
簡
は
、

ち
ょ
う
ど

ロ

ン
ド
ン
の
断
簡
に
続
く
。
『
維
摩
経
』
変
文

の
他
の
部
分
が
所

々
に
散
在
す
る
文
書

の
中
で
確
認
さ
れ
る
と
よ
い
。

ま
ず
は
本
書
に
集
録

㈹

さ

れ

な

か

っ
た

レ

ニ
ン
グ

ラ

ー
ド
文

書

(
U
×

第

六

八

四

号
)

か

ら

始

め

る

べ

き

で

あ

ろ

う
。

③

「
十
吉
祥
」
(O
譜

詮
点
§
偽
)
に
関
す
る
変
文

(,

ミ
ド

導

亀
3

一ミ
押

℃
ド
Pり
山
U
二
鎚
9

㍗

這
①山
。。
O)
鋤

断
簡

は
、
無
標
題

の
ニ
メ
ー
ト
ル
六
〇

セ
ン
チ
の
長
巻
子
で
、
四
紙
九
四
行
を
含
む
。
テ
キ
ス
ト
に
あ
る

「吉
祥
」
の
語
は
、
こ
の
菩

薩

の
生
誕

に
際
し
て

あ
ら
わ
れ
る
十
の
吉
兆
を
意
味
す
る
。

特
に

中
国
で
は
、

北
部
仏
教
の
中
心
的
霊
場

(帝
都

の
住
民
に
と

っ
て
)

が
五
台
山

(ぐく
O
ニ
ー鳴
9
陣
Oず
9
P
)

に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
唐

の
頃
よ
り
流
布
し
た
。

各
吉
兆
は
、
そ
れ
ぞ
れ
詩

の
交

っ
た
散
文
で
説

明
さ
れ
、
は
じ
め
に
文
殊
ら
の
名
を
、
終
り
に
詩
と
散
文
交
り
の
一
種

の
結
び
を
付
す
。
こ
の
詩
は
正
規
の
詩
音
い
わ
ゆ
る
律
詩

(8
ず
曾

言
o。。
8
口
o
一〇
σq
δ
¢
o
♂

や

いQ。占
り
)
に
合
わ
せ
た
七
言
八
句
で
あ
り
、
変
文
と
し
て
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
れ

は
変
文
で
は
な
い
。
変
文
と
は
、
も

っ
ぱ
ら
仏
教
的
な
形
式

の
も
と
に
正
規

の
経
典
を
増
幅
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
な

っ
て

鱒

い
な
い
。
か
な
り
後
世
の
著
述
年
号
を
記
す
文
脈

の
六
二
行
目
に
、
六
九
〇
年
か
ら
七
〇
四
年
に
か
け
て
在
位
し
た
則
天
武
后

(『
郎
尋

い

吋讐
は
o
o
目
。。α
み
.一⑦昌
)

の
名
が
見
え
る

(
一
六
三
頁
註
45
)。

本
書
は
、
即

一〇
ご

謡
も。
(
一
七
七
頁
i

一
九
〇
頁
)
と

男

P
鵠

(
一
九

一
頁
i

一
九
五
頁
)
か
ら
拾
い
出
し
た
極
め
て
有
益
な
異
体

字
表
で
終
わ
る
。
著
者
は
異
体
字
の
こ
と
を
緒
言

(
一
六
九
頁
ー

一
七
〇
頁
)
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
覚
え
書

は
、
と
り
わ
け
異

体
字

の
判
読
に
と

っ
て
有
益
な
参
考
資
料
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
表

の
星
印
は
、
覚
え
書
の
参
照
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
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〔文

献

〕

.

.

、

.

H
.ー

図。
り
ら
.
.<
O
国
O
剴
。詞
〈
〉
「U
国
o酸
』
」〉
門『
○
<
◎o
国

b
』
>
u
H
◎
◎⇔
騒
Q
d
5

国
国
く
H
ρ

日
●
Z
'
蜜

国
2
り鰍
H囚
O
<
博
〈
.
oo
.
Qo
団
国戸
H
2
り
oo
'
〉
●
◎o
困
O
『
-

匂
》
即
り
6晋
帖ミ

註
恥
ミ
ミ
習
詮
k

ミ
趣
O㌧
鋳
匙

b
§
謎
、k
巽
9
謡
隔沖
O肉
O
嵜

§
叙
犠

守
ヤ

ミ

ミ
騎

お
ミ
o§

q

」
甑
斜

ド
・
2
・
ζ

o
b
り鰹
犀
②
〈
♪

謡

《

℃
・》
一〇

℃
ド

に

鳳r

(
{笹
O
I◎ρ博b
P一一伽
りo)
…
に
『
』

O
犀
。
℃
・
〔『
ア

ジ

ア
民

族

研

究

所
蔵

敦

煙

文

庫

漢

文

書

目

録

』

第

一
分

冊

、

主
任

編

者

メ

ニ

シ

コ

フ
〕

H
H
.1
き

ミ
詳
ミ

恥
、
ミ
き
愚

跨
軌
澄

b

ミ
お
隔
執
黛
9
お
轟
●

建

ミ

.ミ

慧

繭

辱
袋
儀
ミ
ジ
捧
ミ

亀
ミ
§

ミ
遣

向
ミ
q
§

M
ζ
.ミ
W

同
N
α
P
ロ
凶0

8

犀
o。
け
O
く

、
一

℃
円
O
傷
冨
ざ

く
げ

目
●
2
一

ζ

O
口
層修
犀
O
〈
鉾

〉

犀
ρ
住
O
B

ご
ρ

口
P
ロ
犀

oQ
Qo
ω
国

》

目
昌
o。
岱
侍
⊆
幹

ロ
9
円
O
畠
O
<

〉

臥

い
、
層
ρ
B

」
9

目
一犀
一

に
8
円
ρ
紳
鐸
円
鴫

昌
僧
H
O
侮
O
<

<

O
o自
艸
O
犀
♪

日
O
犀
。。
け
ざ

閑
巳

矯砥
㊤
冠

。。
O
N
こ
P
り
×

<

}
刈
も◎

で
・
(
住
O
口
け

《
QQ

侮
O

砂

O
-
。。
ぼ
B
旨
診

y

団
℃
・

傷
。

§

器

。
口

。
甑

き

量

繍
O

犀
。
や

〔
『
敦

焼

漢

文

書

、

仏

教

文

学

(
俗

文

学

)

遣

集

』

テ

キ

ス

ト

の

収

録

と

メ

ニ

シ
・
コ

フ

の
序

文

。
・
ソ

ビ

エ
ト

ゆ

科
学

ア
カ
デ

ミ
r

・
ア
ジ
ア
民
族
研
究
所
刊

『
東

洋
民
族
文

学
遺
集

』

全
集
第

一
五
巻

に
所
収
〕

0

口

H
●ー

曇

嵩
、
q
§

、
9
.
譜

贈ミ
o
跨
黛

.
鐙

轟
§
、
竪
§

、
戯.b
象

ミ

、
ミ

黛
肉
§

へ
嵩
穿

ミ

蔦

、
、・

2

0
MN
〈
o
。。
醇

団
o

建

ぎ

営

亀。
一
ど

鋤
昌
矯
〈
o
b
.
剛N

U
岳

ρ
り叶
§

自

ざ

αq
o

ま

口
住
陣

同
u
。。
臥
ε

寅

昌
弩

o
匹
o
ぐ

〉

臥
博
●
H
N
山
僧
巳

0

8

閃
。。冨

}
℃
冨

象

。。
8

ユ

o
り

℃
0
村
O
〈
O
侮
、
一

犀
O
日

H
P
O
口
け
P
円
嵩

卜
・
2
.・
竃

O
口
.鰹
犀
O
〈
些

〉

犀
●
口
●
o◎
Qゆ
の
国

り

H
口
。。
け
●

昌
ρ
ゴ

>

N
。

弓
舘
β
」
緯

口
詩

一

岸
8

円
ρ
け
⊆
円
矯

口
P
円
O
侮
O
<

<

O
切
8

犀
9
り

目

o
犀
除
メ

】≦

巴

a

p

。。
窪

二
飢

く

目

目
い
」

㊤
U

2

G◎
U
サ

(
も◎
一

℃
や

α
Φ

貯

守

。。陣日
ま

。。)
㎞
◎
O
犀
。
ワ

羅
O
誇
O
飴
"
一
り
①
も。
●
〔
『
維
摩
経

の
、変

文
、
十
吉
祥
』

ア
ジ

ア
民
族
研
究
所
蔵
敦
焼
文
庫

の
未
刊
変
文
文
書

、
テ
キ

ス
ト
の
収

録
、

メ

ニ
シ
コ
フ
の
序
文

・
訳

・
解
説
。

ソ
ビ

エ
ト
科
学

ア
カ
デ

ミ
ー

・
ア
ジ

ア
民

族
研
究
所
刊

『
東
洋
民
族
文
学
遺
集

』
選
集
第

八
巻

に
所

収
〕

〔
原

註

〕

ω

<

●
竃

・

》

♂

犀
。・
¢
O
ざ

H
O
ψ

皆

昌
ユ
。。

6
げ
…
昌
O
冨

O
酔

O
O
円
伽
O
口
ψ
り
自
魯
b
m

け
O

ζ

轟
。。
①
O

器

冨

ユ
ρ
β
O

住
O

一
讐

〉

Ω
傷
・

硫
o
・

d

国
ω
◎o
り

涛

ミ
ミ

§

隔

傷
翫
恥
註
"
跨
}
ω
蛭

弓
伽
け・

②

◎。
』

.
9

、
島
。
9

ξ

σq
"
一
。
。・
σq
8

再
8

巴

・
。・
ζ

筥

。

ヒ⇔
⊆
亀

冨

。・
リ
畠

口
。・

§

急
O
評

H
回
り
で
・
U
刈
ヒ
①
O
●

.

③

国

ぎ

注

。
計

『
、
◎
§

㍗

建

♪

、×

)
(
≦

肩
炉

や

鼠
9

占

0
9

§

斜

M
(
H
<

H
H
W
℃
・
《
悼
9

ω

丙

.

囚

●

国
一
錫
σq
.

ゆ
同
O
h

僧
℃
O
層
嶋
⊆

傷
O

鼠

℃
ρ
円
ユ
O

U
O
ロ

ぴ
O
ロ
匹
馴

傷
び
一ρ
⊆
O

侮
⊆

h
σ
U
侮
α臥
匹
O

目
聾
昌
⊆
。。
〇
二
畠

O
げ
一
U
O
冒

α
O

一
.

H
口
鴇
騨
⊆
け

住
りO
ユ
O
口
雷

犀
る。
B

O

畠
O
一
.
》

ρ

。。O
・
d

男
ω
◎喰
}
ヒロ
導
鳶
O
恥
『
さ

ρ

,さ

急
O
源
3

一
〇
な◎
♪

く
鵠
》

唱
●
o◎
刈
l
O
卜o
恥

ヒ6
円
O
栃

諦
昌
く
O
b
欝

穿
O

画
り鋤
b
O
ず

β
o。

】β
勲
口
8

彪
。。
自

罰
雷

ぴ
o
g
匹
山
ぼ

ρ
蝦
o
。。

0
昌

『

口
αq
ロ
0

6
げ
冒

o
即
。。
o

傷
O

富

一
噛
H
β
。。
ユ
層

け
蝦
け
:

こ

導
ミ
」

一
〇
なo
q
り
く
嵩
博占
×
り
℃
.
O
⑦
1
=

U
・

⑤

,
囚

.
丙

●

周
ピ

σQ
り

襲

急
9
鳶

§

識
ミ

恥

軌悪

識
§
"

恥

』
、
§

ミ

§

魯

%

向
O
旨
恥
》
一
〇
い
刈
●

O
h

目
、
O
袋
遷
偽
-
、
黛
O

×

H
<

H
H
u

恒
.
継
㊤
ρ

ω
叫
9
び
〇
二

8
げ

が

3
竃

画
ρ
口
σq
Φ
o。

缶

餌
O
口
尻
O
げ
導
ド

賜
ミ

ミ
黛

験

謡
O
-
」
冒
黛
詩
亀
》

ぐ
く
8
。。
げ
ρ
巳

α
o
♪

一
り
O
一

で

こ

の

著

を

分

析

し

た

。
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⑥

陳

垣

『
敦
焼
劫
鯨
録
』
(
北
京
、

一
九

三

一
年
)

⑦

塁
く
邑

。・。
♪

H
u
写

9

§
3

H
目
"
や

9

㈲

五
月

二
六
日
は
む

し
ろ
六
月
二
二
日
の
こ
と

で
あ

ろ
う
。
秋
山
光

和

『
美

術
研
究
』
第

一
八
七
号
、

一
九

五
六
年

六
月
、

四
頁
注
ω
参

照
。
敦
焼

の

「
卒
塔
婆
」

か
ら

一
八
二
七
年
頃

に
将
来

し
た
唐
代
文

書

が
流
布

し
て
い
た
。
神
田
喜

一
郎

『
ビ
ブ

リ
カ
』
第

五
巻
、
奈
良
、

一
九
五
五
年

十
月
、

二
四
頁
参

照
。

・

⑨

第
八
二
三
号

(
三
二
〇
頁
)
は
、

コ

ロ
ホ

ン
か
ら
帰
義
節
度
使
張

公

(
脚
§
馬
蝿
こ

%壁
§

-§

円
6冨

口
σq
)

の
命

に
よ
り
、
九
〇

二
年

に
書
写
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
張

公
は
、

『
目
録
』
が
推
測
す

る
よ
う
に
、

八
七
二
年

に
没
し
た
張
義
潮

(
目
6
ゲ
ρ
口
σq
く
一∴
。
犀
.p
o
)

で
は
な
く
、
八
九

〇
年

に
任
命
さ
れ
九
〇
五
年
ま
で
こ

の
名

を
称

し

た
張
承
奉

(
日
o
冨

ロ
αq

臼
魯

.o
昌
αq
-ま
口
σq
)

で
あ

る
。
o
h

=
冨
昌
σq

目
ρ
9

霧

ミ
黙
9
譜

a

鼠
謹
』轟
軌ゆ器
%
(
O
o
u
自
o
傷
.かε
傷
o
。。
ωぢ
9
?

σq
β
⊆
。
。。
α
o
一.
d
艮
く
o
邑

ま

侮
o
寄

身

位
頴

犀
一口
)
一8

ポ

宰

一㌣

=
11
↓
、§
触
§

『
き
、§
触
鳶
§

遥

偽
③

黛

ミ
§
-§
§
㍗

頴

ぼ
P

一8
メ

や

冷
U
ム
悼
9

藤
枝
晃
論
文

『
東
方
学
報
』
第

三
十
五
冊
、
京

都
、

一
九
六
四
年
、

八
七
頁
。

⑩

第
九

一
九
号
は
、
鳩
摩
羅
什
訳

『
維
摩
詰
所
説
経
』
(
『
大
正
蔵
』

第

四
七
五
番
巻
上
、

五
三
八
頁

。
・。飾
ー
五
三
九

頁

9
。)

の

一
節
で
あ

る
。第
九
五
〇
号
は
、
義
浄
訳

『
弥
勒
下
生
成
仏
経
』
(
『
大
正
蔵
』
第

四
五
五
番
、
四

二
六
頁

び
・。μ
1
。
・。・。)

で
あ
る
。

第

一
〇
〇

二
号
は
、
『
長
阿
含
経
』

(
b
薦

訂
肉
§

♪

『
大
正
蔵
』

第

一
番
巻
第
七
、
七

三
頁

び
・。・。1
。
・。悼)

の

一
節

で
あ

る
。

第

唱
○
〇

四
号

は
、
『
大
品
般
若
経
』

(
『
畠
も
、§

㌧
§
嵐
o

謡
譜
"

二
万
五
千
碩
)

で
は
な
く
、
龍
樹

の
注
釈

『
大
智
度

論
』
(
『
黛
爵
譜

-き
袋
智
ミ
§
"

『
大

正
蔵

』
第

一
五
〇
九
番
巻
下
、
七
五

三
頁

9。
撃
1

び
8
)

で
あ

る
。

た
だ
し
初
行
と
特
に
末
行
は
誤
訳
で
あ

る
。

⑪

五
四
文
書
が

『
仏
名
経
』
(
肉
㌣
§
醤

ミ
薦

)
、

二
九
文
書
が

『
大

乗
無
量
寿
経
』

(
『
壇

き
、§
偽
≦
ミ
壽

§
肉
-忘
恥ミ

詮
鑓

)
、

二

一
文

書
が

『
八
陽
神
呪
経
』

(穿

盛
蟄
鑓

暮
§
点
暮
§
袋
ミ
凝

)
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書

は
と

り
わ
け
書
写

に
値
打
ち

の
あ

る
テ
キ

ス
ト
で
あ

る
。

⑫

『
目
録
』

に
引
用

さ
れ

た
第

=
一二

五
号

-
第

=
三

一〇
号

の
文

章

(
『
父
母
恩
重
経
』
凄

箏
§
ミ

鑓
§
-暮

§
肉

義
鑓
)

は
、

ペ
リ
オ

文
書
第

二
四

一
八
号

に
も
、
北
京
文
書
何
12

(
同

一
テ
キ

ス
ト
に
属

す
)

に
も
見

ら
れ
な
い
。

ペ
リ
オ
文
書
第

二
四

一
八
号

の
四
四

二
行

目

の
尾
題

「
誘
俗
第

六
」
に
は
、
九

二
七
年

の
書
写
年
号
が
あ
る
。

そ

の
約
半
分

は
、

『
父
母
恩
重
経
講
経
文
』

で
あ

る

(
那
波
利
貞
が

『
甲
南
大
学
仏
教
学
会
論
集

』
第

二
号
、
神
戸
、

一
九

五
五
年
、
三

〇
頁

-
四
四
頁

に
収
録
し
た
)。

那
波
利
貞

は
、

こ
の
講
経
文

に
用

い
ら
れ
た

『
経
』
を
孝
行
を
論
ず
る
大
蔵
経

(
『
大

正
蔵
』
第

一
五

六

番
、
第

一
五
九
番
第

二
品
、
第

六
八
七
番

、
他
)
中

に
捜

し
求

め
た

が
、
そ
れ

は
徒
労
に
終

つ
た
。

『
父
母
恩
重
経
』

は
明
ら

か
に
偽
経

で
あ
り
、
中
国
、
朝
鮮
な
ど

で
重
宝
さ
れ
た
。
そ

の
多
数

の
異
本

に

つ
い
て
は
、

道
端
良
秀

の
論
文

(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第

一
巻

二
号
、

唄
九
五
三
年
、

二
七
九
頁
ー
二
八
六
頁
、
下
記
註
⑱
)
を
参
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照

の
こ
と
。

⑬

'
第

一
四
三
〇
号
ー
第

一
四
三

一
号

は
、

『
本

際

経
』

(、
馬苧
慧

ミ
轟

)
二
品

の
断
簡

(
約
五
〇
行
)

を
含
む

(
呉
基
豊
編

『
本
際
経

』

パ
リ
、

一
九
六
〇
年
、

二
頁

-
三
頁
。
王
重
民

『
総
目
索
引
』
三
九

二
頁
参
照
)
。

こ
れ
は
他

に
は
見
ら
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
。

第

一
四

三

二
号

の
終

訳
が
呉
基

豆
の
編
纂

し
た
無
標
題

の

一
品

の

二

断

簡

(
一
五
四
頁
b
1

一
六
〇
頁

a
、

一
九
七
行

目
ー
二
二
五
行

目
)

に

あ
る
。

⑭

第

哺
四
四
五
号

は
、
『
唐
律
疏
義
』

(
『
、§
恥
壽

暮
ミ
黛

)

の
残

簡

(
一
三
行
)

で
あ

る
。

⑮

第

一
四
四
九
号

は
、
仏
護

(
鵠
麟
&

冨

℃
毘
凶
〔寅
〕
)
の

『
中
論
注
』

(
§

硝
㌣
&

遭
早
翫
喬

§
唱
O

を
漢
訳
す
る
た
め
に
六
八
九
年

に
書

か

れ

た
作
者
不
詳

の
序

(
『
大
正
蔵

』
第
九

六
七
番
、

三
四
九
頁

16
㎞
26
)

の
断
簡

で
あ

る
。

ラ
モ

ッ
ト
は
文
殊

に
関
す

る
論
文
(
『
、。§
喚
壽

P

吋
ド
く
昌
H
"
一〇
①
P

や

c。
冨
よ

◎。。。)
の
中
で

こ
の
断
簡

を
仏
訳

し
た
。

P

・
ド

ミ

エ
ヴ

ィ
ル

『
ラ
サ
の
宗
論

』
1
、

三
七
六
頁
、

お
よ
び

ス

タ
イ

ン
文
書
第
四
七
五
九
号
、
第

六

…
二
二
号
参
照
。

⑯

第

一
四
五
三
号
と

一
四
五
四
号
が
賦

(
3
¢
)
と
し
て
分
類

さ
れ

る

理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
第

一
四
五
三
号

は
、
『
武

王
家
教
』
(
ミ
9

き

§
偽

義
や
鳶
§
)
と
題
す
る
稚
拙

な
詩

で
書

か
れ

た
啓
蒙
書

の
断
簡

で
あ
る
。
こ
の
テ
キ

ス
ト
は
、
『
太
公
家
教
』
(
『
、ミ
き
§
偽

謡
黛
-
鳶
ミ
)

も
し
く
は

『
呂
尚
家
教
』
(
呂
尚

H
鐸
O
冨

口
αq

は
周

の
武
王

の
師
)

の
写
本

に
続
く
も

の
で
あ

る
。

そ
の
完
本
も
現
存
す
る
。

『
目
録
』

に
引
用

さ
れ

た
行

は
、
私
が
講
義

で
取
り
上
げ
た

ペ
リ

オ

文

書

第

二
八

二
五
号
、

第

三
七

六
四

号

の

中

に

あ

る

(
」
§
§
軌鳶

§

O
。亀
蒔
馬
§

肉
ミ
ミ
♪

δ
O
ρ

や

も。
一〇
)。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
断
簡
が

『
武
王
家
教
』
に
属
す

る
と
考
え
ら
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

こ

に
は
第

一
四
五
四
号

の
引
用
文
が
見
当
ら
な

い
。
王
重
民

は

『
太
公

家
教
』
に

関

す

る

研

究

(
寒

苧
謡
ミ
"
切
巳
密
ユ
φ

自
縄

O
。
昌
嘗
。

傷
.曾
民

。
。。
。。ぼ
9
。
σq
β
g

。。
傷
⑰
娼
穿

旦

H
一》
ぎ

頴

臨
p

一
雲
O
り
や

。。♂
凸
露

H

『
敦
煙
古
籍
叙
録
』
北
京
、

一
九
五
八
年
、

一
二

九
頁

ー
二
四
四
頁
)

の
中

で
、

『
武
王
家
教
』
を
付
録

し
た
り
し
な
か

っ

た
り
す
る

『
太
公
家
教
』

の

一
九
文
書

に
言
及
し
た
。

こ
れ

ら
の
テ

キ

ス
ト
は
、
銘

記
法
用
の
四
音
綴
も

し
く

は
六
音
綴

の
詩
句

で
書

か

れ
て
お
り
、
子
ど

も
の
躾
け

に
用

い
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
は
、
宋
代
以

降

の

『
百
家
姓
』
(
、
寧

ミ
黛

亀
薦
)

に
取

っ
て
代

わ
ら
れ

る
ま
で
、

広
く
流
布

し
て
い
た
。

入
矢
義
高

は

】
二
の

ロ
ン
ド

ン
文
書

に
も
と

つ

い
て

『
太
公
家
教
』
(
『
武
王
家
教
』
を
付

さ
ず
)

の
校
訂
文
を
、

福
井
博

士
頬
寿
記
念

『
東
洋
思
想
論
集
』

(東
京
、

一
九

六
〇
年
、

三

一
頁

-
六
〇
頁
)

に
発
表
し
た
。

⑰

第

一
四
五
六
号

は
、
王
梵

志

(
≦
き

αq

誉

ミ

"譜
)

の
詩

の
断
簡

(
三
紙
、

二
六
字

×

一
〇
七
行

11
約

二
七
八
二
字
)

で
あ

る
。
七
七

一
年

の
書
写
人

の

コ
ロ
ホ
ソ
を
付
し
、
標
題
は

「
王
梵
志
詩

一
百

一

十
首
」

で
あ

る
。

こ
れ

は
王
梵

志

の
作
詩
年
代

の
う

ち
、
最
も
古

い
。

作
詩
年
代
を
さ
ら

に
遡
ら

せ
よ
う
と
す
る
人
も

い
る
が
、
大
半

は
八

世
紀
後
半

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

O
め

」
§
§
画鳶

§

O
ミ

膏
馬
§

句
ミ
ミ
晒
一〇
U
メ

Ψ

も。
U
申
。。
呂

…
一〇
い
o。
"
㍗

も。
c。①
1
。。O
一
嚇
一り
"
P

,

心
も。
刈1

お
c。
・
入
矢
義
高

『中
国
文
学
報
』
第

三
号
、
京
都
、

一
九

五
五
年
、
五
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○
頁
ー

六
〇
頁

。第
四
号
、
一
九
五
六
年
、
一
九
頁

-
五

六
頁

。神
田
博

士
還
暦
記
念

『
書
誌
学
論
集
』
京
都
、
一
九
五

七
年

、
四
九

一
頁

-
五

〇

一
頁

参
照
。
私

は
王
梵
志

の
詩
、

二
十
数
文
書
を
写
真

に
取

っ
た
。

そ

の
内

の
数
点
が
九
三
〇
年
か
ら
九

七
八
年

に
か
け

て
の
年
号
を
有

し
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
詩
は
、
明
ら
か
に
二

つ
の
ジ

ャ
ソ
ル
に
分

か
れ

る
。

一
つ
は
、
程
度

の
差

こ
そ
あ
れ
哲
学
的
な
ジ

ャ
ン
ル
の
約
五

三

〇
首

(
四
行
詩
、
六
行
詩
)
で
、

正
式

に
編

せ
ら
れ

た
三
巻

に
属
し
、

『
王
梵
志
詩
集
』
を
構
成
し
て
い
る
ゆ
も

う

一
つ
は
、
格
言
的
啓
蒙

的

な
ジ

ャ
ン
ル
の
、
五
音
節
詩
風

の
四
行
詩
九

二
首

で
あ
り
、
巻

号

は
な
い
。

い
ず
れ

の
文
書

に
も
、

『
目
録
』
が
引
用
す
る

レ

ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
文
書

の
初
行
と
末
行
が
見
当

ら
な
い
。

『
目
録
』
は
、

二
首

が
八
十
番
、
百
番

の
記

し
を
付

さ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、

レ

ニ
ン

グ

ラ
ー
ド
文
書
が
六
七
番

か
ら
始

ま
る
と
判
断

し
て

い
る
。

こ
の
点

を
考
慮

に
入
れ
れ
ば
、

全
体

で
二
七
八
二
字
、
(
一
一
〇

1
六
七
旺
)

四

四
首

か
ら
、

一
首

の
平
均

は
六
三
字
と

な
る

(
こ
れ
は
五
音

節
詩

風

の
四
行
詩
三
首
に
相

当
す

る
)
。

と

こ
ろ
で

ロ
ソ
ド

ン
の
二
文
書

に
登
場
す
る
作
者
不
詳

の
序

に

「
王
梵
志

の
詩
集
は
三
百
余
首
を
数

え
る
」
と
あ
る
。

『
目
録
』

に
引
用

さ
れ

た
二
行
だ
け
で
は
、

レ
ニ

グ

ラ
ー
ド
の
断
簡
が
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る

か
は
、
判
断

で
き

な

い
。
し
か
し
そ
れ
は
哲
学
的

な
作
品

の
方

に
属
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

そ
れ
故
、

こ
の
断
簡

は
、
唐

代

か
ら
わ
れ
わ
れ
が
手

に
す

る

「
通
俗

」
詩

の
内
、
最
も
す
ぐ
れ

た
詩
集

の

一
つ
を
補
完
す

る
と

い

っ
て
よ
い
。
そ
れ
と
と
も

に
、
首

(簿
§
袋
)
と
い
う
語

の
意
味
が

一
属

よ
く

理
解

さ
れ

る
で
あ
ろ
う

(
「
通
俗
」
詩

は
、

寒
山
詩
以
上

に
興
味
を
そ
そ
る
も
の
で
あ

る
)
。

メ

ニ
シ

コ
フ
が

こ
の

興
味
深
い

テ
キ

ス
ト
を
複
製
掲
載

し
な
か

っ
た

こ
と

は
、
残
念

で
あ

る
。

第

一
四
六
〇

号
は
、
「
呪
願
新
郎
」

の
句

で
始
ま
る

(
「況

」
で
は

な

い
。

誤
り
が
索
引

で
訂
正
さ
れ
て

い
る
。

三
七
四
頁
参
照
)
。

こ

れ
は
、

『
目
録

』
の
通

り
、
力

・
智
恵

・
富

・
す
ぐ
れ
た
子
孫

を
願

う

一
三
行

の
テ
キ

ス
ト
で
あ

る
。

ス
タ
イ
ン
文
書

(第

六
二
〇

七
号
、

ジ

ヤ
ィ
ル
ズ
編

号
11
第

六
二
八
九
号
)

に
同
じ
標
題
の
テ
キ

ス
ト
が

あ
る
。

ま
た
ウ

ェ
ィ
リ
ー
が

りL
≦
p
霞
ド
σq
o
功
o
口
αq
。。
.、
と
題
し
て
発

表

し
た

『
下
女

〔
夫
〕
詞
』
(
寅
貯

慧
袋
〔
誉

&

跨
、ミ
)

の
数
文
書

の

末
尾

に
、

こ
の
種

の

「
願
」
が
見

ら
れ
る

(
≦

巴
。
ざ

馳
亀
N智
野

§
概

%
ミ

§

》
窄

一
c。
り
凸
O
一
)
。

王
重
民

に
よ
れ
ば
、
敦
煙

文
書

に
は
多
く

の

「
願
」
が
見
ら
れ

る
と

い
う

(
『敦
燈

変
文
集

』
二
八
四
頁
註

胆
)
。

私

は

『
下
女

〔夫
〕
詞
』

の
七
文
書

の

コ
ピ
ー
を
持

っ
て
い
る
。
そ

の

内

の
三
文
書

は
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
願
文

を
伴

う
が
、

い

ず

れ

も

『
目
録
』

に
引
用
さ
れ
た
行
を
含
ま
な

い

(」
§
§
ミ

§

9

』N蔚
恥

§

㍉
ミ
ミ
♪

一〇
〇
ρ

や

も。
一㊤
)
。
私

は
レ

ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
の
敦
煙
文
庫

が
婚
礼

の
詞
を
含
む
と
見

て
い
る
が
、

こ
れ
が

そ
れ

に
当

た
る
か
否

か
は
分

か
ら
な

い
。

⑱

第

一
四
七
〇
号

は
、
『
大
方

便
仏
報
恩
経
』

(
↓
亀
誉

鑓
も
軌§

凄

㌧
§
-鳶

§

鳶
詰
)
の
講
経
文

の
長

い
断
簡

(
四
九
紙
)

で
あ

る
。
『
目

録
』

に
引
用
さ
れ
た
行
は
、
後
漢

の
失
訳
人
名
本

に
対
応
す

る
(
『
大

正
蔵
』
第

一
五
六
番
、

=

一四
頁
醐
、

一
四
三
頁
岬
圏
、

一
四
五
頁

岬

翼
)
。

王
重
民

は

『
総

目
索
引
』
(
三
六

一
頁
)

で

『
経
』

の
名

し

か
挙
げ

て
い
な

い
。
上
記
註
12
を
参

照
の
こ
と
。
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第

唱
四
八

一
号

(
図
8
は
、
七
五
〇
頁

の

一
覧
表

で
誤
記
さ
れ
て

い
る
。
第
四
七

二
号
が
そ
の
こ
と
を
証
明
す

る
)

は
、
孔
子

(O
。
守

津
。
一自
)
と
項

託

(国
ド
ロ
σq

月
、。
)
と
の
対
話
録

の

断
簡

で
あ
る
。

全
体

で
二
冊
の
仮
綴
本

で
あ

る
。

テ
キ

ス
ト
は
、
約
⊥

3
が

『
敦
燵

変
文
集
』

(
二
三

一
頁
四
行

目
-
二
三
二
頁

一
行
目
、

二
三
四
頁
六

行
目

-
二
三
五
頁

三
行
目
)

と

一
致
す
る
。

こ
れ
を

ソ
ワ
ィ
ミ

エ

(の
O
団
目
竃
)
が

一
二
文
書

(
チ
ベ

ッ
ト
本
、

モ
ン
ゴ

ル
本
、

シ
ャ
ム

本

な
ど
)

と
校
合

し
て
、

仏
訳

し
て

い
る

(
]≦
・
ω
。
団
鼠

ρ

凍

欄"

一り
U
♪

c◎墨
り
や

q◎
一
一1
も◎
O
図
)
。

王
重
民

は
、

こ
の
テ
キ

ス
ト
が
敦
泊
圧

文
書
中
数

の
多
さ

で
俗
文
学

の
代
表
格

で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
(
『
敦

煙
変
文
集
』

一
一三
六
頁
)
。
そ
れ

は
か
な
り
疑

わ
し

い
。

第

一
四
八

二
号
は
、
『舜

子
変

』

(
9

ミ
§
-爵
§

黛
§
)

の
断
簡

(
不
備

な
十
行
)

で
あ
り
、
『
目
録

』
に
よ
れ
ば
、

王
重
民
本

(
『敦

煙
変
文
集
』

=

一九
頁
ー

=
二
五
頁
)

に
は
見
当

ら
な
い
テ
キ
ス
ト

で
あ

る
。

し
か
し

『
敦
煙
変

文
集

』
'
(
一
三

一
頁
)

に

「
打
舜
子
」

の
語
を
見

る
。

こ
れ

は
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
文
書

の
末
尾

で
あ
る
。
王

重
民
本

は
数
行
し

か
欠
落
し
て

い
な

い
は
ず

の
三
文
書

に
依
る

(
前

掲
書
、

=
二
五
頁
註
8
)。

金
岡

照
光

は

一
文
書

(
ペ
リ
オ
文
書
第

二
七

二

一
号
)

だ
け
を

底

本
と
し
て
、

テ
キ

ス
ト
に

関
す

る
緻
密

な
研
究
を

付
し
て

校

訂
本

を

発
表

し
た
。

(
、
、ミ
器
ミ
醤
も
へ

導
馬

さ

ξ

9
§
9
0
識
§
ミ

勘
§
ミ
き

§
隔
§
ミ
♪
囲劃

く
o
ざ
げ
p
目
♪

一
8
ρ

,

一〇
N占
8
)
。

無

」
§
§
ミ

§

9
鳶
蟹

§

ぎ

ミ
3

一8
紳

や

P
に
トo
。第

一
四
八
五
号

(
一
八
行
)

は
、

文
尾
が
五
音
節
詩

で

で

き

た

「
入
冥
記
」

の
断
簡

で
あ
り
、
八
行
詩

二
首
を
含
む
。

こ
の
引
用
文

は

い
ず
れ
も
、
『唐

太
宗
入
冥

記
』
(
『
、§
恥

『
、寧

ぎ

鳶

智
宇
§
§
偽

ミ
"

こ
れ
は
、

詩
句
を
含
ま
な

い
か
ら

『
目
録
』
の
言

う
よ
う
に
、

変
文

で
は
な
い
。

『敦
煙

変
文
集

』

二
〇
九

頁

ー

二

一
四

頁
、

ミ

巴
。
ざ

。》

§

"
や

一
①
刈
1
一
罎

)
に

も
、

『
目
連

変

文

』

(
§

袋
-亀
§

黛
§
ーミ
§
"
こ
れ

に
は
わ
ず

か
な
が
ら
、

五
音
節
詩
が
あ

る
。

前
掲

書
、
七
〇

一
頁

-
七
五
九
頁
)
に
も
、
ま
た
散
文

の

『
黄
仕
強
伝
』

(
き

爲§
偽
O
譜
き
、画§
㍗

四
文
書
が
知
ら
れ
る
)
に
も
、

見

ら
れ

な

い
。第

剛
四
八
九
号
は
、
天
子
や
皇
太

子
が
臨
席
す

る
祝
宴
を
描
く
変

文

の
断
簡

(
一
四
行
)

で
あ

り
、

沙
州

(
O
冨

-8
げ
8
ロ
)
、

玉
関

(
く
信
-犀
O
賃
ρ
口
)
等

々
が
出
て
く
る
。
引
用
文

は
、
張
義
潮

の
変
文

に

も
、
後

継
者

の
甥
張
潅
深

(
円
魯

彗

σq
缶
O
§
M-魯

舞

)

の
変
文

に

も
見
当
ら
な

い

(前
掲
書
、

一
一
四
頁

-

一
二
七
頁
)
。

⑲

第

一
五

一
四
号

は
、

三
紙

(
五
九
行
)

の
不
備
な
巻
子
で
あ

る
。

尾
題

に
よ
れ
ば
、

『
携

伽

経
』

の
漢
訳
者

求

那
践
陀
羅

(
O
鎧
窟

ぴ
-

ず
ρ
住
円
鋤
》
な。
O
心
ム
O
cO
)

の
た
め
に
梁

武
帝

(
ド
⑦
p
け
σq

≦
、o
錯
み
辞

《
①
UI

U
お
)
が
草
し
た
碑
文

で
あ

る
と

い
う
。

碑

文
は

求

那
賊
陀
羅

を
中

国
禅
宗
派
第

}
祖

と
記
す

(
『
目
録
』

に
言
う
よ
う
に

第

二
祖

で
は

な

い
。
第

二
祖
に
は
文
末

で
恵
可

国
o
鐸
。
一肉
、o

を
当
て
て

い
る
か

ら
で
あ
る
)。

こ
の
よ
う

な
祖
師
図

は
拐
伽
宗
に
属

す
。

し
か
し
、

こ
の
派

の
燈
史

は
、
求
那
蹟
陀
羅
伝

(
浄
覚

『
橿
伽
師
資
記
』

七
二

七
年
頃
作
。

『大

正
蔵
』
第

二
三
八
七
番
、

一
二
八
三
頁
-

一
二
八

四
頁
)

の
中

で
、
「梁
武
帝

の
碑

文

の
件
を
何
も
触

れ
て
い
な
い
。

ま
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た
、

『
目
録

』
に
引
用
さ
れ
だ
数
節
も
、

こ
こ
に
は
見

当
ら
な
い
。

さ
ら
に

『
拐
伽
師
資
記
』
が
言
う
中
国
第

二
祖

は
、
菩

提
達
摩

で
あ

っ
て
恵

可
で
は
な
い
。

〔
こ
の
註

に
対
し
て

柳
田
聖
山
先
生
よ
り
、

「碑
文

は
武
帝
が

ダ

ル
マ
の
た

め
に
書

い
た
作
品
で
、
『
宝
林
伝

』
が

最
古

で
し
ょ
う
」

と
の
指
摘
が
あ

っ
た
が
、
今

は
原
文
に
甘

ん
ず
る

こ
と
と
し
た
。
ー
訳
者
〕

⑳

B

・
L

・
ス
ミ
ル
ノ
ー

フ

(
o。
B
謬
口
o
〈
)
と

ー

・
T

・
ゾ

ー
グ

ラ

フ

(N
。
σQ
鎚
胸)
が

『
目
録
』
の
索
引

を
作
成

し
た
。
漢
字

は
、

コ
ロ
コ

ロ
フ
編

『
漢
露
辞
典
』
(
O
αq
ド

這
も。
U
)
と

オ
シ
ャ
ー

ニ
ソ
編

『
漢
露

辞
典

』
(
竃
o
。。8
～

這
U
U
)
が
用

い
る

《
<
器
躍
.o
<
-図
o
。。o
口
び
窪
σq
》

法

に
依

っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る

(。
h

H
目

℃
」

O
O
-
寄
O
)
。

こ
の
方

法
は
、

0

・
ロ
ー
ゼ

ン
バ
ー

ク

(即
o
器
目
ぴ
窪
σq
)

が

『
仏
教
研
究
入

門
』
(
§
縣こ
§
ミ

§

き

暮
恥
無
§
§

ミ
感

ミ
§

帖§

"
団
p
円
け
卸

く
o
。
ρ
び

占
宣
蔓
り
円
o
ξ

ρ

お
δ
)
で
用

い
た

《
o
鷲
ざ
鑑

8
H
目
ぢ
僧
臥
o
口
》
法

を
完
成

さ
せ
た
も

の
と

い
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ど

の
点
が
そ

う
な

の
か
は
不
明

で
あ
る
。
私
が

『
目
録
』
の
索

引
に

ロ
ー
ゼ

ン
バ

ー
ク

の
原
則
を
用

い
る
分
類
法

の
発

案
者
を
度

々
批
判

し
た
の
も
、
当
時

今
だ
時
代
遅
れ

で
な

か

っ
た

ロ
ー
ゼ

ン
バ
ー
ク
の
仏
教
語
彙
集

を
利

用

し
て
い
て
、
そ

の
原
則

に
随
分
と
悩
ま
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。

⑳

》
.
≦

巴
o
ざ

窪

§

舞

§
氏
急
ミ
§

辱
§

↓
§
-
詠
§
薦
》
一8
ρ

㈱

『
目
録
』

は
二
四
枚

の
讃
を
挙
げ
て

い
る
。

そ
の
中

に
ペ
リ
オ
文

書

の
極

め
て
豊
富
な
敦
煙

の
真
貌

讃

(
肺"詠
恥趣
巳ミ
黛
O
馬%鶏
嵩
)

が

一
つ

も
載

っ
て
い
な
い
の
は
驚

き
で
あ
る
。

㈲

『
目
録
』

に
よ
れ
ば
、

こ
の

「
金
剛
経
讃

」
は
ど
の
敦
焼
文
書
文

献

に
も
見
当

ら
な
い
も

の
と

い
う
。
し

か
し
王
重
民

は
同

一
標
題

の

二
文
書

(
ス
タ
イ

ソ
文
書
第
五
四
六
四
号
、
ペ
リ
オ
文
書
第

三
六
四

五
号
)

に
言
及

し
て
い
る

(
『
総
目
索
引
』
四
四
〇
頁
)
。

⑳

王
重
民
が
八
文
書
を
挙
げ
た

の
に
対
し
て

『
目
録

』
は
、
他

の
蒐

集
本
中

の

「
十
空
讃
」

の
二
文
書
に
し
か
触

れ
て

い
な
い
。
参
考
文

献

の
不
十
分

さ
を

こ
と
さ
ら
言
う

つ
も
り
は
な

い
。
今

は
、

王
重
民

の

『
総
目
索
引
』
を
参
照
す
れ
ば
よ

い
。

⑳

下
記
註
㈹
を
参
照

の
こ
と
。

こ
の
文
書

は
、

ペ
リ
オ
文
書
第

三
五

六
三
号

(
那
波
利
貞
、

前
掲
書
、

一
〇

頁
-

一
一
頁
)
、

北
京
文
書

鍼
十
八

(
許
国
森
編

『
敦
煙

雑
録
』

上
海

、

一
九

三
七
年
、

七

五

頁
)
、

ペ

リ
オ
文
書
第
四
六
〇
八
号
に
も
と
つ

い
て

私
が
校
訂

し
た

文

の
冒
頭
部
、
約

⊥

3
に
当

た
る
。

6
h

」
§
§
§

§

O
。鳶
曜
恥
§

ぎ

§
""
一り
い
ρ

℃
・
8

9

　⑳

こ
の
標
題

は
、
王
重
民

の

『
総

目
索
引

』
に
欠
け

て
い
る
。

鋤

『
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
「
金
剛

五
礼
」

は

《
岸
畠
轟
》

の
こ
と
で
あ

る
。

そ
れ
は
む
し
ろ

『
金
剛
般
若
経
』

(
ミ

「§
暮
恥ミ
訂
)

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

㈱
　

こ
の
テ
キ

ス
ト
は
、
い
わ
ゆ

る

「
五
更
転
」
(§

黛ーミ
踏

§

ミ
§
)

の
曲

子
形

式

を
と
る
。

ロ
ソ
ド
ン

文
書

(
ス
タ
イ

ソ
第

四

一
七
三

号
)
、

パ
リ
文
書

(
ペ
リ
オ

第

二
九
六
三
号
)、

北
京
文
書

(
周

七

十
)

に
そ
の
類
似
文
が
あ

る
。

後

二
文
書

に
も
と
つ

い
て

任

二
北

(
匂
窪

国
q
ゲ
℃
9
)
が

「
南

宗

讃
」

を

『
敦
煙
曲
校
録
』

(
『
ミ
§

。ぎ
§
武

捧
、註

ミ
§
き

ぶ

上
海
、

一
九

五
四
年
、

=

一三
頁
-

一
二

五
頁
)

に
収
録

し
て
い
る
。

レ

ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
文
書

は
貴
重

な
異
文
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を
含

む
。

メ

ニ
シ

コ
フ
が
パ
リ
文
書

を
底
本

と
す

る
劉
復

(
日
一8
⊆

団
。
⊆
)
本

と
の
比
較

か
ら
、

こ
の
点
を
指
摘
し
た
。

終

句
に
パ
リ
文

書

で
は

コ

年
川
」
、

ロ
ソ
ド

ソ
文
書

で
は

「
一
連

全
」
と
あ

る
が

、

任

二
北

は
こ
れ
を

コ

連
川
L
と
訂

正
し
た
。

し
か
し
、

レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
の

「
一
言
詮
」
と

い
う
読

み
方

の
方
が
適
切

で
あ

る
。

こ
の

作
者
不
明

の
テ
キ

ス
ト
は
、

神
会

(O
げ
⑦
ロ
ーゲ
o
口
o
一》
O
刈O
l
刈
Φ
憶
)
が

著

わ
し
た
同

一
標
題
、
形
式
の
二
文
書

と
混
同

さ
れ

る
べ
き

で
な
い
。

9

即

U
O日
一曾

剛一一〇
u
U
窪
×

U
O
窪

目
O
巨
。。
ユ
O

日
O
器
㌣
ゴ
O
§

昌
σq

。。自

㌫

U
ゲ
轟

口
ρ

。
ぼ
ロ
9
。。"

『
塚
本
博
士
願
寿
記
念

仏

教

史

学

論
集
』

一
九
六

一
年
、

四
頁

〔拙

訳

「
『神
会
語
録

と
チ
ベ

ッ
ト
宗

論
」
『
禅
学
研
究
』

一
九

八

一
年
、

一
三

一
頁
〕
。
胡
適
論
文

『
董
作

賓
記
念
論
集
』
中

央
研
究
院
刊

、
台
北
、

一
九

六
〇
年
、

二
二
頁

ー

二
三
頁
。
」
§
§
軌聴

§

9

自
膏
偽
§

肉
『§
偽♪

一〇
〇
な。"
Ψ

も。
9。
〒
も。
な。
P

⑳

「
入
山
讃
」
は

「
好

住
娘
、
且
須
師
僧
戒
伴

…
…
」
が
初
句

で
あ

る
。
家

に
残
す
母
親

の
た
め
の
祈
願

は
、
敦
煙
文
書

に
い
く

つ
か
見

ら
れ
る
。

「
好
住

」

(勘
魯
Ol馬"》
Oミ
)

と
い
う
表
現

を
、

唐
代

の
詩
人

が
用

い
る

の
も
、
通
常

こ
の
意
味

に
お
い
て
で
あ

る
。
張
相

『
詩
詞

曲
語
辞
睡
釈
』

上
海
、

一
九
五
四
年
、

六
九

三
頁

に
あ
る
貴
重
な

リ
ス
ト
を
参

照
の
こ
と
。
唐
代

の
詩
人

は
俗
語
を
よ
く
使
う
。
そ
れ

故
、

こ
の
文

献
が

『
目
録
』

の
ど

こ
に
も
引
用
さ
れ

て
い
な

い
の
は

驚
き
で
あ
る
。

レ
ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
文
書

は
、
ペ

リ
オ
第

二
七

=

二
号

(
劉
復

編

『
敦
煙
綴
環
』
北
京
、

一
九

二
五
年
、

四
二
号
)
、

ペ
リ

オ
第

二
九

一
九
号

(
那
波
利
貞
、

前
掲
書
、

一
一
頁

ー

=

一頁
)、

北
京

文
書
乃

七
四

(
許
国
森
、
前
掲
書
、
七
三
頁
)
、

ロ
ン
ド

ン
の
三

文

書

(
ス
タ
イ

ソ
第

一
九
号
、
第
四

一
七
五
号
、
第

六
六
三

一
号
)

な
ど
に
あ

る
。

「
(
楽
)
入
山
讃
」
「
辞
娘
讃
」

と
題
す

る
文

の

一
部

に
対
応
す

る
。
任

二
北
が
三
文
書

に
も
と
つ

い
て
こ
の
校
訂
本
を
発

表

し
た

(任

二
北
、

前
掲
書
、

九

八
頁

-

一
〇

一
頁
)
。

レ

ニ
ソ
グ

ラ
ー
ド
の
断
簡

は
、

こ
の
文
献

の
九

九
頁
最
初

の
五
行

に
相
当
す
る
。

㈹

こ
の
テ
キ

ス
ト
は
、
上
記
註
㈱
　と
同

一
で
あ

り
、
冒
頭

の
数
行
で

あ

る
。

㈱

「
楽
住
山
」

の
く
り

か
え

し
を
伴
う

(
「
…
…
楽
住
山
、

未
得
成

仏

不
帰
還

、
楽
住
山
…
…
」
)
。
「楽

入
山
」
の
曲
が
登
場
す
る

『
(
楽
)

入
山
讃
』

に
、

こ
の

一
節
は
見
ら
れ
な
い

(
上
記
註
㈲
)
。

鋤

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
悪
筆

で
書

か
れ
て
お
り
、

一
部
を
抹
消
し
て

い

る
。
帝
都

か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る

(
二
四
行

は
、

各

三
～
四
字

で
あ
る
)
。

⑳

八
関
斎

(
鷺

源
§
§
ま
登

)
と

い
う
語
は
、

ペ
ー
リ
語
の

谷
㌣

簿
§
題

ミ
§

§

粛
ミ
&
§
。
%ミ
ぎ
》
簡

略

化

し

て

《
無
導
§
臨
ぎ

§
。
%ミ
ぎ
》

で
あ

る
。

「
関
」

は
こ
の
場
合
、

「
閉
ざ
す
」

「
排
除
す

る
」

の
意
で
あ
る

(望
月
信

亨

『
仏
教
大
辞
典
』

一
〇
八
八
頁

c
。

織
田
得
能

『
仏
教
大
辞
典
』

一
四
〇

一
頁

a
)
。
制
度
に

つ
い
て
は
、

望
月
信
亭
、
前
掲
書
、

四
二
〇

七
頁

ー
四
二
〇
八
頁
参
照
。

ま
た
、

興

中

H
陣
目
o
#
ρ

密

『
ミ
ミ

§

』亀
讐
§
§

qミ
ミ

§

途
鵯
鶏
3

月

ピ
o
⊆
〈
鉱
♪

一
〇
お
"
や

c。
口
q
ζ

㈱

パ
ー
リ
語

の
対
応
文

に

つ
い
て
は
、次
を
参
照

の
こ
と
。
蕊
隔黒

蕊

ら
ミ
、§
ミ

仙
。
一.
」
薦
ミ

ミ
寧
ミ
き
母
8

<
HH
お

食
"
〈
o
ド

一
メ

宰

口
O
い
1
悼
一
U
.
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㈹

そ
れ

は
ペ

リ
オ
文
書
第

三
二
三
五
号

の
裏
面
に
あ

る
。

こ
の
文
書

は

レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
の
テ
キ

ス
ト
と
か
な
り
異
な
り
、
や
や
長
い
文

で
あ

る
。

こ
れ
に
押
座
文

は
な
い
。

㈹

「
梵
」

は

「梵

唄
」
「
梵
音
」

の
か
わ
り

で
あ
る

(
『
法
宝
義
林

』

「
梵
唄
」

の
項
参
照
)
。
従

っ
て
、
「
香
を
焚
く
」
(西
隷
織
、
ぎ
§

§

)

こ
と

で
は
な

い
。

「
作
梵
」
と

い
う
表
現
が
ペ
リ
オ
文
書
第

三
八
四

九
号

の
裏
面

(
向
達

「
唐
代
俗
講
考
」

皿
、

一
九
四
四
年
、

四
五

頁
)

お
よ
び
ペ

リ
ナ
第

三
七
七
〇
号

の
俗
講
手
続

に
見
ら
れ
る
。

こ

の

語

は

円

仁

『
入
唐
求
法

巡
礼
行
記
』

(
中

O
・
図
9
。。6
冨

9
。
5

肉
§
§
、砺
b
旨
掌

2
0
ミ

く
o
詩
り
一〇
U
P

や

U
♪

戸

鵠

《
)

に
も
見

ら
れ
る
が
、
意

味
は
問
題

に
な
ら

な
い
。

劒

「
唐
代
俗
講
考
」
五
二
頁

ー
五
八
頁
。

『敦
煙

変
文
集
』
四

一
一

頁

ー
四

二
四
頁
。
よ
く
似

た
講
が
、
九

二
六
年
十
月
十
八
日
の

コ

ロ

ホ
ン
を
有
す
る

『
旧
武
帝
史
』

(
肉
§

ミ
ミ
q
ミ

ミ

鳥ぽ
)
巻
第

三
十

七
、

二
頁
が

(
一
八
八
八
年
)

の
別
記

に
あ
る
。

鰺

鹿
重

(
跨
、寧

ミ

。鑓

)

は
、

元
来

サ
ソ
ス
ク
リ

ッ
ト
の

《
魯
穿

篭
ぎ

督
畠

で
あ

る
。

し
か
し

こ
こ
で
は

《
慧

§

心
遣

"
》
か
ら
派
生

し
た
語

で
あ

る
。

㈹

「
し
ば

し
ば
犯
さ
れ
る
甲

乙

つ
け
が
だ

い
八
種

の
違
反
し
(
「儀
軌
」

を

《
ユ
ε
9
》
と
訳
す

の
は
不
適
当

か
も
し
れ
な

い
)
。

㈹

悪
筆
と

は
い
え
、

メ

ニ
シ
コ
フ
が
言
う

よ
う
な
十

二
祖
を

こ
こ
に

認

め
る
こ
と

は
で
き
な

い
。

㈹

『
大
正
蔵
』
第

一
六
六
八
番
巻
第

一
、
五
九
四
頁
b

l

c
。

㈹

即

U
。
ヨ
ま
く
日

P

ω
霞

一、碧

}
窪
誉

ま

傷
⊆

↓
ミ

簿
、恥鑓

沖
.軌

-§

』ミ
§
"
窒

ミ

§

§

N黛

き

ぎ

隷

肉
ミ
§
。
ミ

§

§

♪

口
"
ド

目
α
ξ

ρ

一
〇
卜。
P

㍗

一♪

O
曽

ま
た
林
黎
光

『
正
法
備
忘
録
』

パ
リ
、

一
九
四
九
年
、
三
〇

七
頁
参
照
。

㈲

国

U
。
且

孚

臼
。
》
H
。
。。

<
g
。。δ
口
。。

。
三
8

ぎ

。。
曾

ミ

§

§
巳

盲

§
8

艶
肉
禺

9

×
×
目メ

国
彗

。
一弘

㊤
b。♪

ヤ

唇

p

u
。
二

。

欝
窪
o
碧

悼
昏
蜜

諭
戸

o
h

軌y

ヤ

ト。
O
g

p

P

㈲

入
矢
義
高

『
敦
焼

変
文
集
、

口
語
語
彙
索
引
』

(
一
九

六

一
年
)

に
あ

る
話

し
言
葉

の
索
引
は
、

入
手
可
能

な
最
も
有
益

な
文
献

で
あ

る
。

㈲

『
敦
燵
変
文
集
』

に
関
す
る

ウ

ェ
イ
リ
ー

の
覚
え
書
、

偽
ミ
ミ
黛

勲
『§

蛍

き

『喧

§

§
§

ミ
3

0
。
℃
。
忌

p
σq
¢
ρ

一霧
O
u
,

寄
㌣

一謡
●

㈹

篠
原
寿
雄

『
禅
語
解
説
辞
典
索
引
』
東
京

、

一
九

五
九
年
。
太
田

辰
夫

『
祖
堂
集

口
語
語
彙
索
引

』

一
九

六
二
年
。
無
著
道
忠

『
葛
藤

語
菱
』
駒
沢
大
学
復

刻
版

、

一
九

五
九

年
。

そ
の
他
。

㈲

四
五
頁

ー
四
六
頁

に
あ
る

「
上
下
吟

」
と
い
う
語

お
よ
び
歌
詞
を

指
す

「
平
、
側
、
断
、
等

々
」

の
解

釈
は
、

説
得
性

を
度
外
視

し
て

も
、
興
味
深

い
も

の
が
あ
る

(
こ
こ
で

「
上
」
は
韻

を
踏

ま
な
い
前

半
を
、
「
下
」

は
韻
を
踏
む
後
半

を
指

す
)
。

爾

メ
ニ
シ

コ
フ
は

「
変
と
は
、
常

な
ら
ぬ
奇
蹟

的
な

〔出
来
事
〕

で

あ

る
」
と
す

る
孫
楷
第

の
解
釈
を
採
る
。

こ
の
点
、
私

に
は
議
論

の

余
地
が
あ

る
よ
う

に
思
え
る
。

こ
の
語

〔
「
変
」
〕
が

ど
の
よ
う
な
文

脈

で
使

わ
れ

る
か
を
検
討
し

て
、
私

は
こ
れ
を
単

に

《
。。6
9

。
》
と
訳

す

こ
と
と
し
た
。
詩
文
混
合
体

の
物
語
形
式
が
中

国
で
は
共
有
財

と
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し
て
認

め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
仏
典
漢
訳

を
通

じ
て
イ
ン

ド
か
ら
借
用

し
た
も

の
で
あ
る
と
す
る

メ

ニ
シ
コ
フ
の
考
え
方

(
二

三
頁

-
二
四
頁
)

に
は
同
感
で
あ
る
。

㈲

9

」
§
§
§

§

9

NN蒔
恥
§

、
§
§
$

一
〇
①
ρ

℃
・
q。
一㊤
1
も。8

い

一り
①
討

㍗

に
り
刈
-
碁
中

ペ
リ
オ
第

三
〇
七
九
号

(
『敦
煙
変
文
集
』

六

三
三
頁
)

の

コ

ロ
ホ
ソ
に
よ
れ
ば
、
変
文

は

二
十
巻

で
あ

る
。
と

こ

ろ
で
こ
の
巻

は

『
維
摩
経
』
十
四
品
中

の
第
四
品
を
取

り
上
げ

た
も

の
で
あ

る
。

6◎

唐
代

の
朔
方

(O
げ
。
-貯
口
αq
)
は
、
現
在

の
陳
西
省

(O
ず
。口
色
)
に

あ

っ
た
県
名

で
あ

る
。

⑪

切
肉
爵

P

×
×
回
く
"

一〇
卜。
♪

噂
・
一
。。
令

の

「
六

八

〇

年
」

は

不
注

意

な

ミ
ス
で
あ

る
。

働

同
じ
変
文

の
別
文
書
が
九

四
七
年

に
敦
煙

か
ら
遠

く
離

れ
た
西
川

(
qゆ
o働O
蝦
-鈴O
げ
wO
属
潤
口
)

の
西
側

で
書
写

さ
れ
た
。

63

『
長
恨
歌
伝
』

は
、
口
・
◎。
・
H
o
〈
望

に
よ

っ
て

と
ミ

、§

壽

qミ
§

毫

§

ミ

§
ミ
§
%
9
§

識
ミ
、."
日
鉱
9

鐸
口
σq
"
一
〇U
QO
u
℃
.
一
醤
-
一刈
o。

に
英

訳
さ
れ
た
。

働

諸
橋
轍
次

『
大
漢
和
辞
典
』
七
七

一
八
頁

c
参
照
。

鉤

そ
れ
と
北
京
文
書
光
九

四
。
『
敦
煙
変
文
集
』
(
六
三
三
頁
註
1
)

は
、
ペ
リ
ナ
第

三
〇

七
九
号
を
誤

っ
て
第

二
二
九

二
号
と
記
し
て
い

る
。

㈹

、
レ

ニ
ソ
グ

ラ
ー
ド
文
書

(U
×
・
O
¢。
螂
)

は

『
目
録
』
第

一
四
七
五

号

で
、
二

ニ
セ
ソ
チ
の
巻

子
の
断
簡

(
一
四
行
)
で
あ
る
。

そ

の
他

の
断
簡

に

つ
い
て
は
、

鄭
振
鐸
が

『
中

国
俗
文
学
史
』

(
『
轟
§
偽

-ぎ
§

%§

ミ
§
忘
帖§

暮
♪

伽
↑

一
〇
も。
Qo
"
宰

悼
O
刈
)
で
、
疑

わ
し
い
指

示
を
行

な

っ
て
い
る
。

王
重
民

(
『総

目
索
引
』

四
六
九
頁
)

の
指

示
も
ま
た
、
点
検
さ
れ
る

べ
き
で
あ

る
。

勧

「
吉
祥
」

(
ミ
点

§
恥
)
と
い
う
語

は
、
文
殊

(
寓
拶
蕊
鼠
二
)

の

漢

訳
名
が
妙
吉
祥

(寓

冨
o
囚
一-。。冨
口
αQ
)
と
あ

る
よ
う
に
、
《
ぐ
彰

を

漢
訳

し
た
も
の
で
あ

る
。

63

変
文

(
四
行

ー
五
行
)

は
、

『
文
殊
吉
祥
経
』

(
ミ
蟹ミ

き
、ミ

ミ

ー§

譜

鳶
鳶

)
と
関
連
す

る
が
、

こ
の
経
文
を
引
用

し
て
い
な
い
。

メ

ニ
シ

コ
フ
が
注
記
す

る
よ
う
に
、

こ

の
標
題

〔十
吉
祥
L
〕

は
、

他

所
に
は
見
ら
れ

な
い
よ
う

で
あ
る

(
六
〇
頁
註

8
)
。

漢
訳
大
蔵

経

に

『
十
吉
祥
』
(
『
大
正
蔵
』
第
四
三

二
番
)
が
あ

る
が
、

こ
れ

は

文
殊
と
何

ん
ら
か
か
わ
り
な

い
。
文

殊
生
誕

の
折

に
あ

ら
わ
れ

た
十

吉

祥
が

『
加
持
経
』

(
～§

爵
q
ミ
§
"§
畠
ら
ミ
§
u
『
大
正
蔵
』
第

八
四

八
番
)

に
述

べ
ら
れ

て
い
る
と

い
う
。

メ

ニ
シ

コ
フ
が

そ
れ
を
正
確

に
指
示
し
て
い
な
い
の
で
、
そ

の

一
文
が
ど

こ
に
あ

る
か
は
不
明

で

あ
る
。

(
五
五
頁

註

=

一)
。

訳
者
付
記

〔文
献

お
よ
び

原
註
〕

は
、

一
部
本
文
中

に
あ

っ
た
註

も
含

め
て
訳

者

の
判
断

で
文
末

に

一
括

し
て
掲
載

し
た
。

ロ
シ
ヤ
語

に

つ
い
て
は
左

近
毅
大
阪
市
立
大
学
教
授

に
、
中
国
語

に
つ
い
て
は
衣
川
賢
次
花
園
大

学
専
任
講
師
に
そ
れ
ぞ

れ
御
教
示
願

っ
た
。

厚
く
御
礼
申

し
上
げ

る
次

第

で
あ
る
。
な
お
衣
川
学
兄

に
よ
れ
ば
、
最
近

の
変
文
研
究

に
は
次

の

も

の
が
あ
る
。
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『
敦
煙

変
文
論
文
集
』
(
上

・
下
)
、
上
海
古
籍

、

一
九
八
二
年

②

任
半
塘

「敦
煙
歌
辞
研
究
在
国
外
-

記
念

"敦
煙
学
"
発
展
六

十
年
」
『
文
学
評
論
叢
刊
』
、
第
九
輯
、

一
九
八

一
年

㈲

張
錫
厚

「敦
煙
文
学
的
歴
史
貢
献
-

兼
談
八
十
年
来
敦
焼
文
学

的
整
理
和
研
究
」
同
右

④

張
錫
厚

『
王
梵
志
詩
校
輯
』
中
華
書
局
出
版
、
一
九
八
三
年


